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第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

•新機能および変更された機能に関する情報（1ページ）

新機能および変更された機能に関する情報
次の表は、この最新リリースまでのガイドでの機能の主な変更点の概要を示したものです。た

だし、今リリースまでのガイドにおける変更点や新機能の一部は表に記載されていません。

表 1 : Unified Communications Managerと IM and Presenceサービスの新機能と変更された動作

日付参照先説明機能または変更

2022年 6月 16日——リリース 14SU2のマ
ニュアルの初回リリー

ス

2022年 6月 16日Cisco Unified
Communications
Managerのインストー
ル後の作業（77ペー
ジ）

UnifiedCommunications
Managerでは、Cisco
Unified OS
Administrationのユー
ザーインターフェイス

から [クラスタソフト
ウェアの場所（Cluster
Software Location）]メ
ニューを使用して、ク

ラスタノードがアップ

グレード用の ISOファ
イルまたは COPファ
イルを見つける場所を

簡単に指定できるよう

になりました。

クラスタソフトウェア

の場所
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第 2 章

設置の計画

•トポロジのオプション（3ページ）
•インストール方法, on page 5
•要件および制約事項（16ページ）
•ライセンス要件（22ページ）
•必要なインストール情報（26ページ）
• Export Restrictedおよび Export Unrestrictedソフトウェア（32ページ）

トポロジのオプション
ここでは、システムトポロジの概要と、トポロジにおけるノードタイプ間の関係について説

明します。

クラスタ

クラスタは、複数のサーバ間でコール処理の分散、プレゼンス状態およびデータベースレプリ

ケーションを行うメカニズムを備えています。また、リソースと機能の透過的な共有を実現

し、システムのスケーラビリティを向上させます。

クラスタは、互換性があるソフトウェアバージョンを実行している一連の Cisco Unified
Communications Managerノードと、IM and Presenceノードから構成されます。

パブリッシャノードとサブスクライバノード

クラスタ内では、インストールするノードのタイプごとにデータベースパブリッシャがありま

す。

Unified Communications Manager のインストール時、インストールウィザードにより、インス
トールするノードがクラスタ内の最初のノードかどうかを指定することが求められます。最初

にインストールされた UnifiedCommunications Managerノードがパブリッシャノードになりま
す。このノードによって、クラスタ内の他の Unified Communications Managerノードに音声お
よびビデオデータベースがパブリッシュされるからです。そのクラスタ内の後続のノードはす

べて、サブスクライバノードと呼ばれます。サブスクライバノードは、それぞれパブリッシャ

ノードと関連付けられている必要があります。サブスクライバノードにソフトウェアをインス
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トールするには、その前にパブリッシャノードのシステムトポロジ内ですべてのサブスクラ

イバノードを設定する必要があります。

IM and Presenceノードをインストールする場合は、最初にインストールするノードが IM and
Presenceデータベースのサーバとして機能します。このノードはクラスタ内のすべての IM and
Presenceノード向けにデータベースをパブリッシュするので、IM and Presenceデータベースパ
ブリッシャと呼ばれます。ただし、このノードと他のすべての IMandPresenceノードは、Unified
CommunicationsManagerパブリッシャノードのサブスクライバとしてインストールする必要が
あります。他のサブスクライバノードと同様に、ソフトウェアをインストールする前に、シス

テムトポロジにこれらを追加する必要があります。

トポロジのオプション

クラスタをインストールする際に、導入したいトポロジを導入したい決定する必要がありま

す。次に例を示します。

•必要なクラスタノードの数。

•すべてのクラスタノード1つの場所にインストールするかどうか、または地理的冗長性を
提供するために、WAN経由で接続されている別の地理的サイトのノードをインストール
するかどうか。スケーラビリティの詳細については、巨大クラスタを参照してください。

IM and Presenceのクラスタトポロジ
IM and Presenceサービスを導入する場合は、インストールを開始する前に、標準の導入（IM
and Presence Service Unified Communications Manager上で）を行うか、IM and Presence中央クラ
スタを導入するかを決定する必要があります。

説明IM and Presenceの導入

IM and Presenceクラスタを、Unified Communications Manager
のテレフォニークラスタと同じサーバにインストールしま

す。IM and Presenceクラスタは、プラットフォームと多くの
テレフォニークラスタと同じサービスを共有します。このオ

プションでは、IM and Presenceクラスタへのテレフォニーク
ラスタの 1 x 1のマッピングが必要です。

基本的なインストールの順序は、有人インストールの方法で

説明したものと同じです。詳細については、「インストール

方法」を参照してください。

ゼロタッチインストールでは、1つのプロセスですべての
Unified CommunicationsManagerと IM and Presence Serviceクラ
スタノードをインストールすることができます。

標準展開（非中央型/分散型）

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceリリース 14SU2インストールガイド
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IM and Presenceのクラスタトポロジ

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/srnd/collab12/collab12/callpros.html#98004


説明IM and Presenceの導入

IM and Presence中央クラスタは、テレフォニークラスタとは
別にインストールして、別のハードウェアサーバーに配置す

ることができます。この導入では、テレフォニークラスタと

IM and Presenceのクラスタ間 1 x 1のマッピングの要件が削除
されます。これにより、テレフォニー導入と IM and Presence
の導入を個別に拡張することができます。

基本インストールの場合：

1. Unified Communications Managerパブリッシャノードをイ
ンストールします。このノードは、テレフォニー展開の

一部ではありません。ノードは、中央クラスターのデー

タベースやユーザープロビジョニングなどの機能を処理

します。

2. IM and Presence Serviceデータベースパブリッシャノード
をインストールします。

3. いずれかの IM and Presenceサブスクライバノードをイン
ストールします。

ゼロタッチインストールでは、1つのプロセスで、Unified
CommunicationsManagerパブリッシャノードと IM and Presence
サービスの中央クラスタをインストールできます。ただし、

テレフォニークラスタを個別にインストールする必要があり

ます。

詳細については、IM and Presence Serviceの設定および管理ガ
イドの「中央展開の構成」の章を参照してください。

IM and Presence中央クラスタ
の導入

インストール方法
このガイドでは、Unified Communications ManagerおよびIM and Presence Serviceのインストール
方法について説明します。

これらのインストール方法は、以下のシナリオのいずれにおいても使用することができます。

•フレッシュインストール（新しいノードまたはクラスタの初回セットアップ、既存の展
開なし、既存の顧客データなし）。

•クラスタの拡張（新しいサブスクライバノードを既存のクラスタに追加）。

•古いバージョンからの直接移行。詳細については、Cisco Unified Communications Manager
および IM and Presence Serviceアップグレードおよび移行ガイドを参照してください。

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceリリース 14SU2インストールガイド
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インストール方法

https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-and-configuration-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-and-configuration-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-guides-list.html


説明インストール方法

有人インストール
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6

設置の計画

インストール方法



説明インストール方法

ネイティブのインストールウィザードのグラ

フィカルユーザーインターフェイス（GUI）
を使用する、Unified Communications Manager
またはIM and Presence Serviceの 1ノードの、
基本的で一般的なインストール。Unified
CommunicationsManagerには、アップグレード
中にパッチを適用するオプションのみが含ま

れています（これはたとえば、インストール

しているベースリリースにサービスアップ

デートを適用するために行います）。

この方法を使用してクラスタをインストール

するには、有人インストール, on page 48の手
順を順序に従って実行します。

• Unified Communications Managerパブリッ
シャノード

• Unified Communications Managerサブスク
ライバノード

• IM and Presence Serviceパブリッシャノー
ド

• IM and Presence Serviceサブスクライバ
ノード

この方法は、以下のいずれかのソフトウェア

メディアオプションで使用できます。

•物理インストール DVD。

• ISOフォーマットでの、ベースリリース
のブート可能インストーライメージ

（Cisco Commerce Workspace、My Cisco
Entitlements、またはCisco Business Edition
アプライアンスの工場出荷時プリロード

のいずれかから取得できます）。

•事前インストールアプリケーションを含
む展開用 OVA。この OVAフォーマット
ファイルは、Cisco Business Editionアプラ
イアンスの工場出荷時プリロードで取得

できるもので、完全にインストールされ

ていて、すぐに実行できるアプリケーショ

ンが含まれています。

•部分的にスキップインストールされた

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceリリース 14SU2インストールガイド
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説明インストール方法

OVA。この OVAフォーマットファイル
には、インストールウィザードを一定箇

所まで進めてあるためにスキップでき、

部分的にインストールされたアプリケー

ションが含まれています。アプリケーショ

ンに応答ファイルを適用すれば、インス

トールが完了します。OVAフォーマット
ファイルは、MyCisco Entitlementsまたは
Cisco Business Editionアプライアンスの工
場出荷時プリロードで取得できます。

ラボや小規模展開など、自動化が

要求されず、手動インストールが

許容される状況では、この方法を

使用します。

Note

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceリリース 14SU2インストールガイド
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説明インストール方法

単一ノードまたはクラスタのゼロタッチイン

ストール

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceリリース 14SU2インストールガイド
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説明インストール方法

単一ノードの部分的に自動化されたインストー

ル、またはUnified Communications Managerお
よび IM and Presence Serverの複数のノードの
クラスタ全体のインストール。

単一ノードでは、この方法を使用して、基本

的な自動化が実現できます。最初にすべての

情報を入力しておき、その情報を使用してイ

ンストールウィザードを開始し、応答ファイ

ルを使用して残りのインストールを自動的に

完了させます

クラスタ全体のインストールでは、この方法

に基づき、応答ファイルを事前に作成します。

これにより、1つのシームレスなプロセスとし
て最小限の介入で実行できます。

この方法を使用して単一ノードまたはクラス

タをインストールするには、ゼロタッチイン

ストールのタスクフローの手順に従います。

1. Unified Communicationsの応答ファイル生
成ツールを使用して、ノードごと、また

はクラスタ内ノードのの応答ファイルを

作成します。

2. これらすべての応答ファイルを既知の場
所に配置します。「ゼロタッチインストー

ルの応答ファイルの生成, on page 65」を
参照してください。

3. ノードまたはすべてのクラスタノードを
同時にパワーオンします。

この方法では、ネイティブのインストールウィ

ザードとの対話は必要ありません。ノードは

相互に通信し、各ノードは応答ファイルを読

み取って指示を受けます。

この方法は、有人インストールで利用可能な

ソフトウェアメディアオプションのどれと組

み合わせてでも使用できます。この方法の使

用目的：

•さらなる自動化：クラスター全体の無人
インストール +ネイティブのインストー
ルウィザードとの対話なし。

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceリリース 14SU2インストールガイド
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説明インストール方法

インストールの高速化：クラスタノード

の並列インストール。これは、インストー

•

ルするノードが多数ある大規模なクラス

ターで特に便利です。

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceリリース 14SU2インストールガイド
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説明インストール方法

Cisco Prime Collaboration Deployment（PCD）

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceリリース 14SU2インストールガイド
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説明インストール方法

Cisco Prime Collaboration Deploymentを使用し
て、Unified CommunicationsManagerおよび IM
and Presence Serverのクラスタをフレッシュイ
ンストール、ノードを追加、または直接移行

します。以下については、『Cisco Prime
Collaboration Deployment Administration Guide』
を参照してください。

•フレッシュインストールタスク（PCD
は、単一ノードまたはクラスターのゼロ

タッチインストールと同様の操作を実行

します）。

•タスクの編集/拡張 (PCDはタッチレスイ
ンストールと同様の操作を実行して単一

のノードを追加します)。

•移行タスク（PCDがクラスタ全体の直接
移行を実行する場合）。

この方法は、以下の場合に使用します。

•単一のクラスタまたは複数のクラスタの
複数のノードに関する支援が必要である

ため、別個の管理アプリケーションが許

容される場合。

•（PCD移行タスクのみ）以下の事柄を扱
うため、既存のインストールの再処理を

行っている場合。

•サイトの移動、ハードウェアの変更、
VMwareのアップグレード、アプリ
ケーションのバージョンのアップグ

レード、アプリケーションの再アド

レス指定、および直接アップグレー

ドよりも高い柔軟性が期待されるシ

ナリオなど。同じ移行の一部として

これらの要因の 2つ以上が関係する
状況が考えられます。

•クラスタを再構築、復元、または回
復する必要があるか、構成の変更を

元に戻す必要がある場合。ここでは、

Unified Communications Managerディ
ザスタリカバリソリューションが提

供できるものよりも柔軟なアプロー
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説明インストール方法

チを探しているとします。

•移行のダウンタイムまたは所要時間
を短縮するため、アプリケーション

の再アドレス指定と一時的なハード

ウェアフットプリントの追加の利用

は許容されます。

VMware OVFツールを使用すれば、単一ノー
ドまたはクラスタ全体の完全自動インストー

ルまたは直接移行を実行できます。

クラスタをインストールまたは直接移行する

には、vAppプロパティとVMwareOVFツール
を使用した自動インストール, on page 69の手
順に従ってください。

• VMware OVFツールを使用して、クラス
タノードごとにスキップインストール

OVAを作成します（応答ファイル生成
ツールを使用する代わりに、OVAパラ
メーターを入力します）。

•スキップインストール OVAを、すべて
のクラスタノードに同時に展開します。

•インストールは、単一ノードまたはクラ
スターのゼロタッチインストール、また

はデータインポートを使用した新規イン

ストールのように進められます。

スキップインストール OVAを使用するこの
方法がベストです。期間を最短にし、最高レ

ベルの自動化を実現できるからです。

クラスタのゼロタッチインストールまたはデー

タインポートを使用した新規インストールを

検討する要因に加えて、プログラムによるイ

ンストールまたは直接の移行方法が必要な場

合は、この方法を使用します。

VMware OVFツール
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説明インストール方法

この方法では、Prime Collaboration Deployment
Migrationタスクと同様のメカニズムを使用し
て、単一ノードまたはクラスタ全体の直接移

行を実行しますが、Unified Communications
Managerおよび IM and Presenceにネイティブ
であるという特徴があります。

クラスタを直接移行するには、データインポー

トを使用したインストールのタスクに従いま

す。

•各クラスタノードで、古いバージョンの
データをエクスポートします。

•クラスタノードごとに、新しいバージョ
ンの新しい仮想マシンをプロビジョニン

グし、単一ノードまたは目的のクラスタ

ノードに対して、有人インストールまた

はゼロタッチインストールのいずれかを

実施します。インストールウィザードま

たはUnified Communicationsの応答ファイ
ル生成ツールで利用可能なデータイン

ポートオプションを使用します。

この方法は、有人インストールで利用可能な

ソフトウェアメディアオプションのどれと組

み合わせてでも使用できます。

この方法は、PrimeCollaborationDeploymentな
どの個別の管理アプリケーションを必要とし

ない「ネイティブ」の直接移行に使用します。

個々のノードの移行のタイミングと順序をよ

り細かく制御できます。また、この方法では、

直接移行のためのアプリケーションの再アド

レス指定と一時的な追加のハードウェアフッ

トプリントの使用を回避することもできます。

データインポートを使用した新規インストー

ル

既存のUnified Communications Managerまたは
IM and Presence Serviceクラスタにノードを追
加する場合、以下のタスクを実行します。

既存のクラスタに新しいノードを追加する, on
page 74

ノードのインストール
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要件および制約事項
ここでは、Unified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceをインストールまた
はアップグレードするときに、システムが満たす必要のある要件と適用される制限事項につい

て説明します。

•デフォルトでは、システムは非 FIPSモードになっているため、希望する場合、有効にす
る必要があります。

•クラスタ上で FIPS、コモンクライテリア、または強化されたセキュリティモードを有効
にする前に、セキュリティパスワードの長さが最小14文字である必要があります。旧バー
ジョンが FIPSを有効にしていた場合でもパスワードを更新します。

（注）

Unified Communications Manager 14には、バージョン 6.7 U2以降の ESXiと、バージョン 13以
降の VMハードウェアが必要です。最新Unified Communications Managerの ESXiバージョンの
サポートの詳細についhttp://www.cisco.com/go/virtualized-collaborationては、を参照してくださ
い。

（注）

サブネットの制限

多数のデバイスを含む大規模な Class Aまたは Class Bサブネットに Unified Communications
Managerをインストールしないでください。詳細については、Cisco Collaboration System 12.x
Solution Reference Network Designs (SRND)を参照してください。

クラスタサイズ

クラスタ内の Unified Communications Managerサブスクライバノードの数は、4個のサブスク
ライバノードと 4個のスタンバイノードの合計 8個を超えることはできません。Unified
Communications Managerパブリッシャノード、TFTPサーバ、メディアサーバなどのクラスタ
内のサーバノードの合計数は、21個を超えることはできません。

クラスタ内の IM and Presence Serviceノードの最大数は 6個です。

詳細については、次の場所にある『Cisco Collaboration Solutions設計ガイダンス』を参照して
ください。http://www.cisco.com/go/ucsrnd

IPアドレス要件
多数のサービスを適切に動作させるために、コラボレーションソリューション全体は DNSに
依存しているので、可用性の高い DNS構成を適切な場所に配置する必要があります。基本的
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な IPテレフォニー展開でDNSを使用したくない場合は、Unified Communications Managerおよ
び IM and Presence Serviceを設定することで、ゲートウェイやエンドポイントデバイスとの通
信にホスト名ではなく IPアドレスを使用できます。

静的 IPアドレッシングを使用するようにサーバを設定し、サーバが固定 IPアドレスを取得で
きるようにします。また、静的 IPアドレスを使用することで、Cisco Unified IP電話をネット
ワークに接続したときにアプリケーションに登録できるようにもなります。

DNSの要件
次の要件に注意してください。

•混合モードの DNS導入はサポートされません。シスコでは混合モードの導入をサポート
していません。Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceの両方でDNSを
使用するか、使用しないかのいずれかにする必要があります。

•展開でDNSUnified CommunicationsManagerをIM and Presence Service使用する場合は、同じ
dnsサーバを使用する必要があります。IM and Presence Serviceと Unified Communications
Managerで異なる DNSサーバを使用すると、システムの動作に異常が発生する場合があ
ります。

•展開がDNSを使用していない場合は、次の [ホスト名/IPアドレス（HostName/IPAddress）]
フィールドを編集する必要があります。

• [サーバ（Server）]：Cisco Unified CMAdministrationの [Server Configuration（サーバ
設定）]ウィンドウで、クラスタノードの IPアドレスを設定します。

• IM and Presence UC Service：Cisco Unified CM Administrationの [UCサービスの設定
（UC Service Configuration）]ウィンドウで、IM and Presenceデータベースパブリッ
シャノードの IPアドレスを指している IM and Presence UCサービスを作成します。

• [CCMCIPプロファイル（COMCIP Profiles）]：Cisco Unified CM IM and Presence
Administrationの [CCMCIPプロファイルの設定（COMCIP Profile Configuation）]
ウィンドウで、いずれかの CCMCIPプロファイルでホストの IPアドレスを指定しま
す。

•マルチノードの考慮事項：IMandPresenceServiceでマルチノード機能を使用する場合は、
DNS設定オプションについて、『Cisco Unified Communications Managerでの IMとPresence

の設定と管理』のマルチノード展開に関する項を参照してください。

ファイアウォールの要件

ポート 22への接続がオープンで、スロットリングされないようにファイアウォールを構成し
ます。Unified Communications Managerおよび IM and Presenceサブスクライバノードのインス
トール中は、UnifiedCommunicationsManagerパブリッシャノードへの複数の接続が連続してす
ばやく開かれます。これらの接続をスロットリングすると、インストールが失敗する可能性が
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あります。一般的なセキュリティの考慮事項については、CiscoUnifiedCommunicationsManager
セキュリティガイドを参照してください。

これらのファイアウォール機能はアップグレードとインストールの失敗を引き起こす可能性が

あるため、アップグレードおよびインストール中は [侵入者/侵入検知（Intruder/Intrusion
Detection）]および/または [ブルートフォースアタック（Brut Force Attack）]機能を無効にする
ことをお勧めします。

（注）

ポートの使用法の詳細については、Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド
の「Cisco Unified Communications Manager TCPおよび UDPポートの使用法」の章を参照して
ください。

プラットフォームの要件

ここでは、仮想マシンに Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceを展開する
前に満たす必要があるプラットフォーム要件について説明します。

このリリースでは、サーバハードウェアで Unified Communications Managerと IM and Presence
Serviceを直接インストールまたは実行することはできません。これらのアプリケーションは、
仮想マシンで実行する必要があります。

仮想マシンでソフトウェアをインストールまたはアップグレードする前に、次の操作を実行す

る必要があります。

•プラットフォームを設定する。

• ESXi仮想化ソフトウェアをインストールして設定する。

Unified Communications Manager 14は、ESXiの最小バージョンと
して 6.7 U2、VMハードウェアの最小バージョンとして 13を必要
とします。最新の Unified Communications Manager ESXiバージョ
ンサポートについては、 https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/
voice_ip_comm/uc_system/virtualization/
virtualization-cisco-unified-communications-manager.htmlを参照して
ください。

Note

•リリース用にシスコが提供する正しい OVAファイルから仮想マシンを展開します。使用
するインストール方法によっては、追加の手順が必要です。
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サポートされるバージョン

同じクラスタ内の Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceノードは、
Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceのリリースノートに記載
されているサポート対象のビルドを実行している必要があります。

バージョンの不一致

このリリースでは、このリリース用の Unified Communications Managerおよび IM and Presence
Serviceの次の 2つの主要な導入オプションが提供されています。

• IM and Presence Serviceの標準展開：Unified CommunicationsManagerおよび IM and Presence
Serviceの両方が、展開のサポート対象バージョンを実行している必要があります。バー
ジョンの不一致はサポートされていません。

• IM and Presence Serviceの集中展開：IM and Presence Serviceで集中展開オプションが設定
されている場合は、IM and Presence Serviceの中央クラスタ内で Unified Communications
Managerインスタンスと IM and Presence Serviceの両方が、同じバージョンを実行している
必要があります。ただし、中央クラスタが接続するテレフォニークラスタでは、同じバー

ジョンを実行している必要はありません。

集中型 IM and Presence Serviceクラスタでは、クラスタ内に合計 7
台のサーバーが必要です。IM and Presenceサブクラスタが 3ペア
（サーバー 6台）と、 Unified CMパブリッシャノードが 1台で
す。

Note

ソフトウェアの制限事項

サードパーティー製またはWindowsベースのソフトウェアアプリケーションはインストール
または使用できません。このシステムでアップロードおよび処理できるソフトウェアは、シス

コによって提供され、デジタル署名がなされたものだけです。詳細については、SecurityGuide
for CiscoUnified CommunicationsManagerの「オペレーティングシステムとセキュリティのハー
ドニング」の章を参照してください。

すべてのソフトウェアのインストールとアップグレードは、Cisco Unified Communications
Operating System Administrationを使用して行う必要があります。

Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceのソフトウェア互換性について
の詳細は、Compatibility Matrix for Cisco Unified Communications Manager and the IM and Presence
Serviceを参照してください。

ユーザー名とパスワードの要件

インストール中に指定しなければならないユーザ名およびパスワードは、次のとおりです。
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•管理者アカウントのユーザ名とパスワード

•アプリケーションユーザ名およびパスワード

•セキュリティパスワード

管理者アカウント

管理者アカウントのユーザ名およびパスワードは、以下にログインする際に使用します。

• Cisco Unified Communications Operating System Administration

• Disaster Recovery System

•コマンドラインインターフェイス

管理者アカウントのユーザ名およびパスワードを指定する際は、次のガイドラインに従ってく

ださい。

•管理者アカウントのユーザ名：先頭を英文字にする必要があります。英数字、ハイフン、
下線を使用できます。

•管理者アカウントパスワード：6文字以上の長さであることが必要です。英数字、ハイフ
ン、および下線を使用できます。

コマンドラインインターフェイスを使用して、管理者アカウントパスワードを変更したり、

新しい管理者アカウントを追加したりできます。詳細については、『Command Line Interface
Reference Guide for Cisco Unified Communications Solutions』を参照してください。

アプリケーションユーザ

Unified Communications Managerをインストールする際は、アプリケーションユーザ名および
パスワードを入力する必要があります。アプリケーションユーザ名およびパスワードは、シス

テムにインストールされている以下のようなアプリケーションにアクセスする際に使用しま

す。

• Cisco Unified CM Administration

• Cisco Unified Serviceability

• Real Time Monitoring Tool

• Cisco Unified Reporting

アプリケーションユーザ名およびパスワードを指定する際は、次のガイドラインに従ってくだ

さい。

•アプリケーションユーザー名：アルファベットで始まる名前であることが必要です。英数
字、ハイフン、および下線を使用できます。

•アプリケーションユーザパスワード：6文字以上の長さであることが必要です。英数字、
ハイフン、および下線を使用できます。
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システムアプリケーション名をアプリケーションユーザ名として使用しないでください。シ

ステムアプリケーション名を使用すると、データベースのインストール時に回復不能エラーが

発生し、インストールに失敗します。

システムアプリケーション名は次のとおりです。

• CCMSysUser

• WDSysUser

• CCMQRTSysUser

• IPMASysUser

• WDSecureSysUser

• CCMQRTSecureSysUser

• IPMASecureSysUser

• TabSyncSysUser

• CUCService

注意

コマンドラインインターフェイスを使用して、アプリケーションユーザ名およびパスワード

を変更できます。詳細については、『Command Line Interface Reference Guide for Cisco Unified
Communications Solutions』を参照してください。

セキュリティパスワード

インストール中にセキュリティパスワードを指定する必要があります。UnifiedCommunications
Managerシステムでは、このパスワードを使用して、クラスタ内のノード（IM and Presence
Serviceノードを含む）間の通信が許可されます。このパスワードは、クラスタ内のすべての
ノードで同じにする必要があります。

セキュリティパスワードは6文字以上の長さであることが必要です。英数字、ハイフン、およ
び下線を使用できます。

パスワードの推奨事項

インストールウィザードは、入力されたパスワードが強固であるか確認します。強固なパス

ワードを作成するには、次の推奨事項に従ってください。

•パスワードは、長さ6文字以上にしてください。パスワードには英数字、ハイフン、アン
ダースコアを使用できます。

クラスタでFIPS、コモンクライテリア、または拡張セキュリティ
モードを有効にする場合、セキュリティパスワードが最小 14文
字以下であることを確認します。

（注）
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•印刷できない ASCII文字は使用しないでください。

•少なくとも1つの英数字を含めます。

•大文字と小文字を併用します。

•文字と数字を併用します。

•特殊記号を含めます。

•長いパスワードほど強固であり、短いパスワードよりも安全であることに留意してくださ
い。

以下のようなパスワードは避けてください。

•英数字だけを使用している。

•英数字以外の文字を使用していない。

•固有名詞や辞書に載っている単語など、意味を持つ単語は使用しないでください。また、
これらと数字を組み合わせて使用することも避けてください。

•認識可能な単語の反転は避けます。

• aaabbb、abc123、qwerty、zyxwvuts、123321など、一定のパターンの語句や数字は使用し
ないでください。

•他の言語において意味を持つ単語は使用しないでください。

•誕生日、郵便番号、子供やペットの名前など、個人情報は使用しないでください。

インストール時間の要件

Unified Communications Managerの時間の要件

サーバのタイプに応じて、インストールプロセス全体で 45～ 90分かかります（インストール
前後のタスクは除く）。

IM and Presenceノードの時間の要件

IM and Presenceインストール全体のプロセスには、サーバのタイプに応じて、サーバ 1台あた
り 45～ 90分かかります（インストール前後のタスクを除く）。

ライセンス要件
ここでは、UnifiedCommunicationsManagerのライセンシング要件について説明します。IM and
Presence Service
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Unified CommunicationsManagerリリース 12.0(1)では、Prime LicenseManagerの代わりにスマー
トライセンシングが使用されるようになりました。スマートライセンシングでは、Unified
CommunicationsManagerサーバをアップグレードまたは移行する前に、スマートアカウントを
作成して設定する必要があります。

（注）

Unified Communications Managerから Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software
Managerサテライトに接続するには、次の展開オプションを使用できます。

•直接：UnifiedCommunicationsManagerが使用情報をインターネットから直接送信します。
追加のコンポーネントは不要です。

• Cisco Smart Software Managerサテライト：Unified Communications Managerが使用情報をオ
ンプレミスの Smart Software Managerに送信します。データベースの同期を保つため、周
期的に情報の交換が実行されます。Smart Software Managerサテライトのインストールや
設定の詳細については、次の URL https://www.cisco.com/c/en/us/buy/smart-accounts/
software-manager.htmlを参照してください。

Cisco Smart Software Managerサテライトは、スタンドアロンの
Prime License Managerに類似したオンプレミスコレクタです。

（注）

•プロキシサーバ：Unified Communications Managerがプロキシサーバを使用し、インター
ネット経由で使用情報を送信します。

Unified Communications Managerのライセンス要件
シスコスマートソフトウェアライセンシングは、ライセンスに関する新しい考え方を提供して

います。ライセンスの柔軟性が増し、企業全体のライセンスがシンプルになります。また、ラ

イセンスの所有権および消費が可視化されます。

Ciscoスマートソフトウェアライセンシングを使用すると、デバイスが自己登録し、ライセン
ス消費を報告し、製品アクティベーションキー（PAK）が必要なくなり、ライセンスの調達、
展開、管理が簡単にできるようになります。ライセンス資格を単一のアカウントにプールし

て、必要に応じてネットワーク経由でライセンスを自由に移動することができます。Cisco製
品全体で有効化され、直接クラウドベースまたは間接導入モデルによって管理されます。

Ciscoスマートソフトウェアライセンシングサービスでは、製品インスタンスを登録し、ラ
イセンスの使用状況を報告し、Cisco Smart SoftwareManagerまたはCisco Smart SoftwareManager
サテライトから必要な認証を取得します。

Cisco Unified Communications Managerリリース 12.0(1)以降のバージョンでは、Prime License
Managerが Smart Software Managerに置き換わりました。Cisco Prime License Managerはリリー
ス 12.0(1)以降では使用されなくなり、[インストール済みアプリケーション（Installed
Applications）]ログイン前画面には表示されません。
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アップグレード前に混合モードを有効にしていて、Cisco Smart Software Managerまたは Cisco
Smart Software Managerサテライトに登録していない場合は、

•警告メッセージが、[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CMAdministration）]ページお
よび [Cisco Unified OSの管理（Cisco Unified OS Administration）]ページに次のように表示
されます。

システムは現在、混合モードで実行しています。（The system is
currently running Mixed mode.）混合モードの実行を続けるには、
登録トークンを使用してSmartLicensing登録を完了してください。
登録トークンはスマート/仮想アカウントから取得するもので、輸
出規制機能の許可がオンになっています。（To continue running
Mixed mode, please ensure Smart Licensing registration is completed
using the Registration Token received from the Smart/Virtual Account
that has Allow export-controlled functionality checked.）

注意

• Unified Communications Managerが登録トークンを使用して登録されていない場合、
SmartLicenseExportControlNotAllowedという名前のアラートが送信されます。

シスコスマートソフトウェアライセンシングの設定方法の詳細については、『Cisco Unified
CommunicationsManagerシステム設定ガイド』の「システムの初期パラメータを設定」に含ま
れている「スマートソフトウェアライセンシング」の章を参照してください。

『Smart Software Manager satellite Installation Guide』を含む、Cisco Smart Software Managerサテ
ライトのインストレーションガイドの詳細については、http://www.cisco.com/go/smartsatelliteを
参照してください。

PLMライセンスの Smart Entitlementへの移行

製品のSmartLicensingのバージョンにアップグレードする資格がある場合は、ライセンス登録
ポータルまたはCisco Smart SoftwareManagerを使用して移行を開始できます。このプロセスを
自己開始するには、ソフトウェアのSmartLicensingバージョンをダウンロードしてインストー
ルし、登録トークンを使用してデバイスをスマートアカウントに登録します。シスコによって

追跡された権限の移行は、自動的に顧客のスマートアカウントに移行されます。また、未使用

の従来の PAKをスマートアカウントに移行して、後でスマートモードの製品で使用すること
もできます。このプロセスは、ライセンス登録ポータルまたはCisco Smart SoftwareManagerか
ら利用できます。

Unified Communications Manager 9.0x以降のバージョンの 12.0(1)

•アクティブな Cisco Software Supportサービス（SWSS）契約を保有している場合は、次の
URLで、Cisco Smart Software Managerを使用して、従来のライセンスを Smart Entitlement
に変換できます。https://software.cisco.com/#SmartLicensing-LicenseConversion

•次の 2種類の移行がサポートされています。

• PAKベース：すでに履行された PAK、部分的に履行された PAK、および履行されて
いない PAKでサポートされます。
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•デバイスベース

•部分変換では、古いクラスタと Unified Communications Manager 12.0(1)のクラスタの混合
環境がサポートされます。

Smart Entitlementへのアップグレード

Unified Communications Manager 9.0xより前（デバイスベース）～ 12.0(1)

デバイスベースのライセンスをSmartEntitlementに移行する場合のサポートについては、Cisco
Global Licensing Operations（GLO）にお問い合わせください。

顧客は、License Count Utility（LCU）を実行することによって必要な同等のユーザベースのラ
イセンスを確立できます。詳細については、http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/
cucm/upgrade/uct/CUCM_BK_UCT_Admin_Guide/CUCM_BK_UCT_Admin_Guide_chapter_01.html
を参照してください。

LCUのレポートから、顧客は Cisco Commerce Workspaceを通じてそれぞれの数量のアップグ
レードライセンスを発注できます。これを超えると、新しいライセンスを追加購入する必要が

あります。詳細については、

http://www.cisco.com/c/en/us/partners/tools/collaboration-ordering-guides.htmlで『Ordering Guide』
を参照してください。

IM and Presenceサービスライセンスの要件
IM and Presence Serviceには、サーバーライセンスやソフトウェアバージョンライセンスは必
要ありません。ただし、ユーザーを割り当て、その割り当てたユーザごとに IM and Presence
Serviceを有効にする必要があります。

Jabber for Everyoneオファーを使用している場合、IM and Presenceサービス機能を有効にする
ためのエンドユーザーライセンスは不要です。詳細については、『Jabber for Everyoneクイッ

クスタートガイド』を参照してください。

（注）

IMandPresenceServiceは、各ユーザに関連付けられているクライアントの数に関係なく、ユー
ザ単位で割り当てることができます。IMandPresenceServiceをユーザに割り当てると、ユーザ
が IMとアベイラビリティの更新を送受信できるようになります。IM and Presence Serviceが有
効になっていないユーザは、IMandPresenceServiceサーバにログインして他のユーザのアベイ
ラビリティを確認したり、IMを送受信したりすることはできません。また、そのユーザのア
ベイラビリティステータスを他のユーザが確認することもできません。

次のいずれかのオプションを使用して、IMandPresenceServiceのユーザを有効にすることがで
きます。

• Unified Communications Managerの [エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィ
ンドウ。詳細については、Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーション
ガイドを参照してください。
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•一括管理ツール（BAT）

• UnifiedCommunicationsManagerの [ユーザ/電話のクイック追加（Quick User/Phone Add）]
ウィンドウから参照できる機能グループテンプレートに IM and Presence Serviceを割り当
てる。

詳細については、Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイドを参照してくださ
い。

IM and Presence Service機能は、User Connect Licensing（UCL）とCiscoUnifiedWorkspace Licensing
（CUWL）の両方に含まれています。また、Unified Communications Manager IPテレフォニー
ユーザでないユーザに対しても、Jabber for Everyoneオファーを通じて IM and Presence Service
機能を入手できます。詳細については、『Jabber for Everyoneクイックスタートガイド』を参
照してください。

必要なインストール情報
Unified Communications Managerまたは IM and Presence Service をサーバーにインストールする
際に、特定の情報を提供する必要があります。この情報はインストール中に手動で入力する

か、応答ファイルを使用して提供してください。クラスタにインストールするサーバごとに、

この情報を収集してからインストールプロセスを開始します。

次の表に、インストールを開始する前に収集する必要のある情報の一覧を示します。

フィールドの一部は省略可能であるため、設定に適用されない場合があります。たとえば、イ

ンストール時にSMTPホストを設定しない場合もパラメータは表示されますが、値を入力する
必要がありません。

（注）

フィールドの一部はインストールを完了すると、ソフトウェアを再インストールしない限り変

更できなくなります。そのため、適切な値を入力するように注意してください。表の一番右の

列に、インストール後にパラメータを変更できるかどうかを示しています。また、変更可能な

場合は、該当するメニューパスまたはコマンドラインインターフェイス（CLI）コマンドを記
載しています。

DMABackupInfo.infファイルを使用してシステムを設定する場合でも、この表をコピーして、
各サーバーのエントリを個別の表に記録することを推奨します。

表 2 :必要なインストール情報

インストール後の編集可能性説明設定データ

管理者の資格情報
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インストール後の編集可能性説明設定データ

なし

インストール後、管理者アカウントを追加作

成することはできますが、元の管理者アカウ

ントユーザ IDは変更できません。

管理者アカウントに割

り当てる名前を指定し

ます。

管理者のログイン

可

CLI: set password user admin

管理者アカウントのパ

スワードを指定しま

す。

管理者パスワード

アプリケーションユーザの資格情報

可

CLI: utils
reset_application_ui_administrator_name

システムにインストー

ルするアプリケーショ

ンのユーザ IDを指定
します。

アプリケーションユー

ザのユーザ名

可

CLI: utils
reset_application_ui_administrator_password

システム上のアプリ

ケーションのパスワー

ドを指定します。

アプリケーションユー

ザパスワード

セキュリティパスワード

可。すべてのノードで次のコマンドを使用し

てセキュリティパスワードを変更できます。

CLI: set password user security

クラスタ内のサーバ

は、相互に通信する際

にセキュリティパス

ワードを使用します。

このパスワードを
Unified Communications
Managerパブリッシャ
ノードで設定するか、

クラスタに追加ノード

（IM and Presenceノー
ドを含む）をインス

トールするたびにこの

パスワードを入力しま

す。

UnifiedCommunications
Managerのセキュリ
ティパスワード

証明書情報

可

CLI : set web-security [orgunit]
[orgname] [locality] [state]
[country]

証明書署名要求の作成

に使用します。

組織
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インストール後の編集可能性説明設定データ

可

CLI : set web-security [orgunit]
[orgname] [locality] [state]
[country]

証明書署名要求の作成

に使用します。

部門

可

CLI : set web-security [orgunit]
[orgname] [locality] [state]
[country]

証明書署名要求の作成

に使用します。

参照先

可

CLI : set web-security [orgunit]
[orgname] [locality] [state]
[country]

証明書署名要求の作成

に使用します。

州

可

CLI：set web-security [orgunit]
[orgname] [locality] [state]

証明書署名要求の作成

に使用します。

国

（任意）SMTP

可

• Cisco Unified Communications Operating
System Administrationで、[設定
（Settings）] > [SMTP]を選択し、[SMTP
ホスト（SMTPHost）]フィールドに IPア
ドレスまたはホスト名を入力。

• CLI: set smtp [host]

電子メールの発信に使

用するSMTPホストの
名前を指定します。

電子通知を使用する場

合、このフィールドは

必須です。使用しない

場合は空白のままにし

ます。

SMTPの場所

NICインターフェイス設定

可

CLI : set network nic eth0 {auto |
{en| dis}} {speed| {10| 100}}
{duplex half| {half| full}}

1000 BASE-Tは、自動ネゴシエー
ションを介してのみ有効にできま

す。

（注）

仮想マシンでは、次のコマンドは

サポートされていません。

（注）

イーサネットネット

ワークインターフェイ

スカード（NIC）速度
の自動ネゴシエーショ

ンを有効にしていない

場合、NIC速度（10メ
ガビットまたは 100メ
ガビット）を選択する

必要があります。

NIC速度
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インストール後の編集可能性説明設定データ

可

CLI : set network nic eth0 {auto |
{en| dis}} {speed| {10| 100}}
{duplex half| {half| full}}

1000 BASE-Tは、自動ネゴシエー
ションを介してのみ有効にできま

す。

（注）

仮想マシンでは、次のコマンドは

サポートされていません。

（注）

イーサネットネット

ワークインターフェイ

スカード（NIC）デュ
プレックス設定の自動

ネゴシエーションを有

効にしていない場合、

NICデュプレックス設
定（全二重または半二

重）を選択する必要が

あります。

NIC二重化

可

CLI: set network mtu [size]

MTU（Maximum
Transmission Unit）
は、このホストがネッ

トワークで転送する最

大パケットをバイト単

位で表します。

値は、ネットワーク内

のいずれかのリンクに

設定されている最小の

MTUサイズを超えな
いようにしてくださ

い。

デフォルト値は 1500
バイトです。

MTUサイズ

MTU設定
は、クラ

スタ内の

すべての

ノードで

同一にす

る必要が

ありま

す。

（注）

ネットワーク情報

可。

• Cisco Unified Operating System
Administrationから、[設定（Settings）] >
[IP] > [イーサネット（Ethernet）]の順に
選択します。

• CLI: set network dhcp eth0
[enable]

CLI: set network dhcp eth0
disable [node_ip] [net_mask]
[gateway_ip]

DHCPを使用してサー
バのネットワーク設定

を自動的に行うには、

[はい（Yes）]を選択
します。

[いいえ（No）]を選択
した場合、ホスト名、

IPアドレス、IPマス
ク、ゲートウェイ、お

よび DNS設定の入力
が必要です。

DHCP

（ダイナミックホスト

コンフィギュレーショ

ンプロトコル）
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インストール後の編集可能性説明設定データ

はい。Unified Communications Managerノード
の場合は、次のいずれかを選択します。

• Cisco Unified Communications Operating
System Administrationで、[設定
（Settings）] > [IP] > [イーサネット
（Ethernet）]の順に選択します。

• CLI: set network hostname

パラメータを入力するように求められま

す。

IM and Presenceサーバのホスト名を変更する
方法については、『Changing IP Address and
Hostname for Cisco Unified Communications
Manager and IM and Presence Service』を参照し
てください。

DHCPが Noに設定さ
れている場合は、この

マシンのホスト名を入

力する必要がありま

す。

ホストネーム

はい。Unified Communications Managerノード
の場合は、次のいずれかを選択します。

• Cisco Unified Communications Operating
System Administrationで、[設定
（Settings）] > [IP] > [イーサネット
（Ethernet）]の順に選択します。

• CLI：set network IP eth0
[ip-address] [ip-mask]

IM and Presenceサーバの IPアドレスを変更す
る方法については、『Changing IP Address and
Hostname for Cisco Unified Communications
Manager and IM and Presence Service』を参照し
てください。

DHCPが Noに設定さ
れている場合は、この

マシンの IPアドレス
を入力する必要があり

ます。

IPアドレス
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インストール後の編集可能性説明設定データ

はい

• Cisco Unified Communications Operating
System Administrationで、[設定
（Settings）] > [IP] > [イーサネット
（Ethernet）]の順に選択します。

• CLI：set network IP eth0
[ip-address] [ip-mask]

DHCPが Noに設定さ
れている場合は、この

マシンの IPサブネッ
トマスクを入力する必

要があります。サブ

ネットマスクと IPア
ドレスで、ネットワー

クアドレスおよびホス

トアドレスを指定しま

す。

サブネットマスクは

「255.255.255.0」の形
式を使用する必要があ

ります。

IPマスク

はい

• Cisco Unified Communications Operating
System Administrationで、[設定
（Settings）] > [IP] > [イーサネット
（Ethernet）]の順に選択します。

• CLI: set network gateway [addr]

DHCPが Noに設定さ
れている場合は、ゲー

トウェイアドレスを入

力する必要がありま

す。

ゲートウェイアドレス

（任意）DNS

可

CLI: set network dns primary
[address]

ドメインネームサー

バ（DNS）を備えてい
る場合、IM and
Presenceはホスト名の
解決を試みる際に、こ

の DNSサーバに最初
に接続します。

DNSプライマリ

可

CLI: set network dns secondary
[address]

プライマリ DNSサー
バに障害が発生した場

合、IM and Presenceは
セカンダリ DNSサー
バへの接続を試みま

す。

セカンダリDNS（DNS
Secondary）

可

CLI: set network domain [name]

このマシンが設置され

ているドメインの名前

を表します。

ドメイン

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceリリース 14SU2インストールガイド
31

設置の計画

必要なインストール情報



インストール後の編集可能性説明設定データ

タイムゾーン

可

CLI: set timezone [zone

現地時間帯とグリニッ

ジ標準時（GMT）から
のオフセットを示しま

す。マシンが設置され

ている場所に最も近い

時間帯を選択します。

タイムゾーン

ネットワークタイムプロトコル

はい

Cisco Unified Communications Operating System
Administrationで、[設定（Settings）] > [NTP
サーバ（NTP Servers）]の順に選択します。

IM and Presenceパブ
リッシャノードのイン

ストール時に、外部

ネットワークタイム

プロトコル（NTP）
サーバの IPアドレス
を指定する必要があり

ます。Unified
Communications
Managerパブリッシャ
ノードを NTPサーバ
として使用することを

推奨します。

NTPサーバの IPアド
レス

Export Restrictedおよび Export Unrestrictedソフトウェア
このリリースの Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceは、Export Restricted
（K9）バージョンに加えて、Export Unrestricted（XU）バージョンもサポートしています。

無制限（Unrestricted）バージョンのソフトウェアは、さまざまなセキュリティ機能を必要とし
ない特定のカスタマーのみを対象としています。無制限バージョンは一般的な展開用ではあり

ません。

（注）

Export Unrestrictedバージョンは、次の点で制限（restricted）バージョンと異なります。

•ユーザペイロード（情報交換）の暗号化はサポートされません。

• Microsoft OCS/LyncまたはAOLとの外部 SIPドメイン間フェデレーションはサポートされ
ません。
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•無制限バージョンのリリースをインストールすると、制限バージョンにアップグレードで
きなくなります。無制限バージョンを含むシステムでの制限バージョンの更新インストー

ルもサポートされません。

•単一クラスタ内のすべてのノードを同じモードにする必要があります。たとえば、同じク
ラスタ内の Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceノードは、すべてが
無制限モードまたは制限モードでなければなりません。

• IPフォンのセキュリティ設定が変更され、シグナリングおよびメディアの暗号化（VPN
Phone機能で提供される暗号化を含む）が無効になります。

無制限バージョンのリリースをインストールすると、制限バージョンにアップグレードできな

くなるので注意してください。無制限バージョンを含むシステムでは、制限バージョンの更新

インストールを実行できません。

（注）

すべてのグラフィカルユーザインターフェイス（GUI）とコマンドラインインターフェイス
（CLI）で、管理者は製品バージョン（restrictedまたは export unrestricted）を表示できます。

次の表は、Unified Communications Managerの無制限バージョンと IM and Presence Serviceでは
使用できない GUI項目を示しています。

説明場所GUIの項目

Cisco Unified CM Administration

このメニューとオプションは

ありません。

[拡張機能（Advanced
Features）] > [VPN]

VPNの設定

[デバイスセキュリティモー
ド（Device Security Mode）]
は、[非セキュア（Non
Secure）]に設定されており、
設定はできません。

[システム（System）] > [セ
キュリティ（Security）] > [電
話セキュリティプロファイル

（Phone Security Profile）]

電話セキュリティプロファイ

ルの設定

Cisco Unified CM IM and Presence Administration
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説明場所GUIの項目

• [XMPPクライアントと
IM/Pサービス間のセキュ
アモードの有効化

（Enable XMPP Client To
IM/P Service Secure
Mode）]設定はオンにで
きません。

• [XMPPルータツールータ
セキュアモードの有効化

（Enable XMPP
Router-to-Router Secure
Mode）]設定はオンにで
きません。

• [Webクライアントと IM/P
サービス間のセキュア

モードの有効化（Enable
Web Client to IM/P Service
Secure Mode）] 設定はオ
ンにできません。

• [SIPクラスタ間プロキシ
ツープロキシ転送プロト

コル（SIP intra-cluster
Proxy-to-Proxy Transport
Protocol）]をTLSに設定
するオプションは削除さ

れました。

[システム（System）] > [セ
キュリティ（Security）] > [設
定（Settings）]

セキュリティ設定

• [Transport Preferred Order]
パラメータの TLSオプ
ションはすべて削除され

ました。

• TLSオプションは、[SIP
ルートヘッダートランス

ポートタイプ（SIP Route
Header Transport Type）]
パラメータから削除され

ました。

[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service
Parameters）]から [サービス
（Service）]として、[Cisco
SIPプロキシ（Cisco SIP
Proxy）]を選択します。

Cisco SIP Proxyサービスのた
めの [サービスパラメータ設
定（Service Parameter
Configuration）]
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説明場所GUIの項目

OCS/Lyncとのドメイン間フェ
デレーションを設定すると

ポップアップが表示され、エ

ンタープライズ内の別の

OCS/Lyncとのみ直接フェデ
レーションを行うことができ

るとの警告が出されます。エ

ンタープライズ外のOCS/Lync
とのドメイン間フェデレー

ションは、無制限モードでは

サポートされません。

[プレゼンス（Presence）]>ド
メイン間フェデレーション

（Interdomain Federation）] >
[SIPフェデレーション（SIP
Federation）]

SIPフェデレーテッドドメイ
ン

セキュリティモードを構成で

きません。TLSなしに設定さ
れています。

[プレゼンス（Presence）]> [ド
メイン間フェデレーション

（Interdomain Federation）] >
[XMPPフェデレーション
（XMPP Federation）] > [設定
（Settings）]

XMPPフェデレーション設定

優先プロキシリスナーとして

TLSまたはHTTPSリスナーを
設定できません。

[プレゼンス（Presence）] >
[ルーティング（Routing）] >
[設定（Settings）]

プロキシの構成設定
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第 3 章

インストール前の作業

• Cisco Unified Communications Managerのインストール前タスク（37ページ）
• IM and Presence Serviceのインストール前の作業（40ページ）
• Cisco AXL Webサービスの有効化（41ページ）
• DNS登録の確認（42ページ）

Cisco Unified Communications Managerのインストール前
タスク

手順

目的コマンドまたはアクション

計画の章を参照してください。次のこ

とを確認する確認します。

設置の計画（3ページ）ステップ 1

•インストール方法を決定します。

•クラスタトポロジを決定します。

• IM and Presenceの場合、標準的な
導入と、IM and Presence Service中
央クラスタを含めるインストール

のどちらにするかを決定します。

•要件および制約事項を確認しま
す。

インストールを予定している各サーバ

のインストール要件を確認し、設定内

容を記録します。

必要なインストール情報（26ページ）ステップ 2

仮想マシンを作成します。ステップ 3 •基本 OVAを入手します。
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目的コマンドまたはアクション

• Collab Sizing Toolを実行して、必
要な仮想マシンの数と各仮想マシ

ンの仕様を取得します。Collab
Sizing Toolを実行したくない場合
は、OVA readmeと OVAウィザー
ドのガイダンスに従って、事前定

義の開始点を選択します。これ

は、必要に応じて後で変更できま

す。

• Business Editionアプライアンスの
工場出荷時にプリロードされたス

キップインストール OVAからイ
ンストールする場合は、Installation
Guide for Cisco Business Edition 6000
または Installation Guide for Cisco
Business Edition 7000を参照してく
ださい。

仮想マシンがアクセスできる場所にイ

ンストール ISOファイルを配置し、仮
インストール ISOファイルをマウント
します。

ステップ 4

想マシンの DVDドライブをファイル
にマッピングします。仮想マシンの電

源投入時に DVDドライブをマウント
するオプションを選択します。

仮想マシンをオンにすると、ISOがマ
ウントされ、インストールプロセスが

開始されます。この手順をすべて完了

するまで、インストールプロセスを開

始しないでください。

80ミリ秒の RTT要件の詳細について
は、https://www.cisco.com/c/en/us/support/

サーバ間のリンクが80ミリ秒のラウン
ドトリップ（RTT）要件を満たしてお

ステップ 5

unified-communications/り、データベース複製に対応する十分

な帯域幅があることを確認します。 unified-communications-manager-callmanager/
products-implementation-design-guides-list.html
で、Cisco Unified Communications
Solutions Reference Network Designを参
照してください。

パブリッシャノードが NTPサーバと
の同期に失敗すると、サブスクライバ

パブリッシャノードで NTPステータ
スを確認します。

ステップ 6

ノードのインストールが失敗する可能

性があります。Unified Communications
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目的コマンドまたはアクション

Managerパブリッシャノードで、utils

ntp statusという CLIコマンドを実行
します。

ノードで発着信されるネットワークト

ラフィックを一時的に許可する（たと

次のファイアウォールの更新を実行し

ます。

ステップ 7

えば、これらのノードのファイア•ファイアウォールがノード間の
ルーティングパスにある場合は、

ウォールルールを IP any/anyに設定す
る）だけでは、必ずしも十分ではあり

ファイアウォールを無効にしま

す。
ません。ファイアウォールが、タイム

アウトのために、ノード間で必要な
•インストールが完了するまでは、
ファイアウォールのタイムアウト

設定を大きな値にしておきます。

ネットワークセッションを閉じる可能

性があります。

Unified Communications Managerをイン
ストールしているサーバ間でネット

ステップ 8

ワークアドレス変換（NAT）および
ポートアドレス変換（PAT）を実行し
ないでください。

ネットワークインターフェイスカード

（NIC）の速度とスイッチポートの二
NICの速度とデュプレックス設定を確
認します。

ステップ 9

重化設定が新しいサーバに設定する予

定のものと同じであることを確認しま

す。

GigE（1000/FULL）の場合、NICおよ
びスイッチポートの設定を Auto/Auto

に設定する必要があります。固定値を

設定しないでください。

PortFastを有効にすることで転送遅延
[スパニングツリープロトコル（STP）

シスコサーバに接続されているスイッ

チポートでは、すべて PortFastを有効
にしてください。

ステップ 10

の学習状態およびリッスン状態から転

送状態に変化するまで、ポートが待機

する時間]がなくなり、スイッチにより
ポートはブロック状態から転送状態に

すばやく切り替えられます。

詳細については、DNS登録の確認（42
ページ）を参照してください。

DNSを使用する場合、Unified
Communications Managerのインストー
ルを予定しているすべてのサーバが、

ステップ 11

DNSで適切に登録されていることを確
認します。
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目的コマンドまたはアクション

十分なライセンスがあることを確認し

ます。

ライセンス要件（22ページ）ステップ 12

IM and Presence Serviceのインストール前の作業

手順

目的コマンドまたはアクション

計画の章を参照してください。次のこと

を確認する確認します。

設置の計画（3ページ）ステップ 1

•インストール方法とクラスタトポ
ロジを決定します。

• IM andPresenceの場合、標準的な導
入と、IM and Presence Service中央
クラスタを含めるインストールのど

ちらにするかを決定します。

•要件および制約事項を確認します。

Unified Communications Managerと IM
and Presenceソフトウェアのバージョン
に互換性があることを確認します。

サポートされるバージョンステップ 2

IM and Presence Serviceのインストール
と設定に必要なすべての情報を収集しま

す。

必要なインストール情報（26ページ）ステップ 3

クラスタ内のすべてのノードについて、

現在のリリースに推奨される仮想サーバ

仮想マシンを作成します。ステップ 4

テンプレート（OVAファイル）を使用
して仮想マシンを作成します。

異なる OVAファイルを使用できます。
Unified Communications Managerを導入
している環境に基づいて適切な OVA
ファイルを選択します。詳細について

は、https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/
docs/voice_ip_comm/uc_system/
virtualization/
virtualization-cisco-unified-communications-manager.html
を参照してください。
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目的コマンドまたはアクション

それぞれの IM and Presence Serviceサー
バーが Unified Communications Manager

ネットワークの接続性を確認します。ステップ 5

のパブリッシャサーバーにネットワー

クアクセスできることを確認します。

他の IM and Presence Serviceサーバーか
ら Unified Communications Managerパブ
リッシャノードに pingを実行します。

CiscoAXLWebサービスが有効になって
いることを確認します。

Cisco AXL Webサービスの有効化（41
ページ）

ステップ 6

DNSを使用する場合は、DNSサーバー
で新しい IM and Presence Serviceサー

DNS登録の確認（42ページ）ステップ 7

バーのホスト名を設定したことを確認し

ます。また、DNSサーバーが、Unified
Communications Managerパブリッシャ
サーバーのホスト名、および他の IMand
Presence Serviceサーバー（存在する場
合）のホスト名を解決できることを確認

します。

IM and Presence Serviceと
Unified Communications
Managerで同じ DNSサー
バーを使用することを推奨

します。異なるDNSサーバ
を使用すると、システムの

動作に異常が発生する場合

があります。混合モードの

導入はサポートされていな

いため、DNSを Unified
Communications Managerと
IM and Presence Serviceの両
方で使用するか、さもなけ

ればどちらでも使用しない

ようにする必要がありま

す。

（注）

Cisco AXL Webサービスの有効化
Cisco AXL Webサービスが実行されていることを確認します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unifiedサービスアビリティインターフェイスにログインします。

ステップ 2 [Tools（ツール）] > [Service Activation（サービスアクティベーション）]を選択します。

ステップ 3 [データベースおよびAdminサービス（Database and Admin Services）]で、[Cisco AXLWebサー
ビス（Cisco AXL Web Service）]ステータスが [アクティブ（Activated）]になっていることを
確認します。

ステップ 4 ステータスが [非アクティブ（Deactivated）]の場合、隣接するチェックボックスをチェック
し、[保存（Save）]をクリックしてアクティベートします。

DNS登録の確認
トポロジで DNSを使用する場合は、この手順に実行します。次の手順を実行して、追加する
すべてのサーバが DNSで適切に登録されていることを確認する必要があります。

手順

ステップ 1 コマンドプロンプトを開きます。

ステップ 2 各サーバに対してその DNS名で pingを実行するには、ping DNS_nameと入力します。

ステップ 3 各サーバを IPアドレスで検索するには、nslookup IP_addressと入力します。
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C H A P T E R 4
インストール方法

•インストール方法のタスクフロー, on page 43
•有人インストールのタスクフロー（45ページ）
•ゼロタッチインストールのタスクフロー（64ページ）
• vAppプロパティと VMware OVFツールを使用した自動インストール, on page 69
•データインポートを使用したインストール（73ページ）
•既存のクラスタに新しいノードを追加する, on page 74

インストール方法のタスクフロー
インストール方法のタスクフローのいずれかを選択します。

説明タスクフロー

以下の展開のいずれかの基本インストールには、この方法を

使用します。

• Unified Communications Managerテレフォニークラスタの
インストール

• IM and Presenceの標準（非集中型）展開

有人インストールのタスクフ

ロー, on page 45

このタスクフローを使用すれば、手動の介入を必要とせず

に、Unified Communications Managerまたは IM and Presence
Serviceクラスタを動的にインストールできます。集中型また
は標準 (分散型) IM and Presence展開のいずれかに適用されま
す。

ゼロタッチインストールのタ

スクフロー, on page 64

スキップインストール OVAを使用し、この方法で、Unified
Communications Managerまたは IM and Presence Serviceクラス
タをインストールします。

vAppプロパティと VMware
OVFツールを使用した自動イ
ンストール, on page 69
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説明タスクフロー

データインポートインストールを使用し、次のタスクを実行

して、Unified Communications Managerまたは IM and Presence
Serviceクラスタをインストールします。

データインポートを使用した

インストール, on page 73

既存の Unified Communications Managerまたは IM and Presence
サービスクラスタを追加する場合、次のタスクを実行しま

す。

既存のクラスタに新しいノー

ドを追加する, on page 74

インストールウィザードの考慮事項

インストールを開始する前に、次の情報を確認してください。

•インストール先のサブスクライバノードがインストール中にパブリッシャノード
に接続できることを確認してください。

•クラスタ内のすべてのUnifiedCommunicationsManagerサーバのソフトウェアバー
ジョンが同じであることを確認してください。クラスタ内のすべての IM and
Presenceサーバーのソフトウェアのバージョンが、同じリリースのものであるこ
とを確認してください。ただし、クラスタソフトウェアをアップグレードする際

に限り、処理のため一時的に不一致の状態にできます。IM and Presence Service
ノードをインストールする場合は、Unified Communications Managerと IM and
Presence Serviceのソフトウェアバージョンのメジャーリリース番号およびマイ
ナーリリース番号が同じである必要があります。

•既存のクラスタをインストールしている場合、インストール中に設定タスクを行
わないでください。

•インストールプログラム実行中に入力するディレクトリ名およびファイル名で
は、大文字と小文字が区別されるので注意してください。

• IM and Presence Serviceのインストールについては、IM and Presence Serviceを集中
型クラスタ展開または標準展開（非集中型/分散型）のどちらでインストールする
かを確認してください。

インストールウィザード

インストールウィザードでのナビゲーション方法の説明については、次の表を参照してくださ

い。

Table 3:インストールウィザードの操作

使用するキー操作内容

Tab次のフィールドへ移動する
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使用するキー操作内容

Alt+Tab前のフィールドへ移動する

Spaceバーまたは Enterオプションを選択する

↑または↓一覧を上下へスクロールする

Spaceバーまたは Enterキーを押し、[戻る
（Back）]を選択（使用可能な場合）

前のウィンドウへ移動する

Spaceバーまたは Enterキーを押し、[ヘルプ
（Help）]を選択（使用可能な場合）

ウィンドウに関するヘルプ情報を参照する

インストールウィザードは、次の文字をサポートします。

•英数字: A～ Z、a～ z、および 0～ 9とスペース

•スペースと #（最初の文字以外で）

•特殊文字は「$.~!@#%_=?:,{}()」のみ。

他のすべての文字はサポートされていません

Note

有人インストールのタスクフロー
基本の有人インストールプロセスを使用し、以下のタスクを実行して、UnifiedCommunications
Managerと IM and Presence Serviceのクラスタをインストールします。

• Unified Communications Managerテレフォニークラスタのインストール

•標準展開（非集中型/分散型）での IM and Presenceサービスのインストール。

インストールのシナリオによっては、すべての作業を実行する必要がないこともあります。た

とえば、すでに使用中の既存の Unified Communications Managerクラスタ上の IM and Presence
Serviceをインストールする場合は、IM and Presence Serviceをインストールするための作業を
実行するだけでかまいません。

（注）

はじめる前に

Cisco Unified Communications Managerのインストール前タスク（37ページ）

IM and Presence Serviceのインストール前の作業（40ページ）
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説明IM and Presence ServiceUnified Communications
Manager

Unified Communications
Managerのインストールプ
ロセスを開始します。

—有人インストール（48
ページ）

ステップ
1

インストールイメージを

新しいバージョンにアップ

グレードします。このオプ

ションは、Unified
CommunicationsManagerの
インストールにだけ使用で

きます。

—（オプション）次のタスク

のいずれかを実行します。

•ローカルソースから
のインストールイ

メージのアップグレー

ド（51ページ）

•リモートサーバから
のインストールイ

メージのアップグレー

ド（52ページ）

ステップ
3

インストールを構成して、

有人インストールプロセ

スを続行します。

—有人インストールの設定

（54ページ）
ステップ

4：

パブリッシャノードにソ

フトウェアを設定およびイ

ンストールします。

—Unified Communications
Managerパブリッシャを設
定します。（57ページ）

ステップ
5

パブリッシャノードをサ

ブスクライバノードを追

加します。

—サブスクライバノードを

追加します。（61ペー
ジ）

ステップ
6

Unified Communications
Managerサブスクライバ
ノードにソフトウェアをイ

ンストールします。

—加入者のノードのインス

トール（62ページ）
ステップ
7

IM and Presence Serviceの
インストールプロセスを

開始します。

有人インストール（48
ページ）

—ステップ
8

インストールを設定して、

IM and Presence Serviceの
有人インストールプロセ

スを続行します。

有人インストールの設定

（54ページ）
—ステップ

10
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説明IM and Presence ServiceUnified Communications
Manager

IM and Presence Serviceデー
タベースパブリッシャ

ノードのインストールを設

定し、完了します。

IM and Presenceパブリッ
シャを設定します。（60
ページ）

—ステップ
11

Unified Communications
Managerパブリッシャノー
ドで、IM and Presence
Serviceのサブスクライバ
を追加します。

—サブスクライバノードを

追加します。（61ペー
ジ）

ステップ
12

IM and Presence Serviceサ
ブスクライバノードにソ

フトウェアをインストール

します。

加入者のノードのインス

トール（62ページ）
—ステップ

13

IM and Presence集中クラスタのインストール（有人インストール）
基本的な有人インストールを使用して IM and Presence Service集中展開をインストールするに
は、次のタスクを完了します。

• Unified CM Publisher（非テレフォニー）：IM and Presence集中クラスタでは、データベー
スとユーザーのプロビジョニングのために、集中クラスタ内にローカルの Unified
CommunicationsManagerパブリッシャノードが必要です。このノードはテレフォニーを処
理しません。サブスクライバノードをインストールする必要はありません。

• IM and Presence Service集中クラスタ

非集中型/分散型（標準）展開での IM and Presence Serviceの基本インストールについては、イ
ンストール方法のタスクフロー（43ページ）に従って、テレフォニーと IMandPresenceService
クラスタの両方をインストールします。

（注）

説明IM and Presence Service集
中クラスタ

Unified CM Publisher（非テ
レフォニー）

Unified CMパブリッシャ
ノードのインストールプロ

セスを開始します。

—有人インストール（48
ページ）

ステッ

プ 1

基本インストールを設定し

ます。

—有人インストールの設定

（54ページ）
ステッ

プ 2
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説明IM and Presence Service集
中クラスタ

Unified CM Publisher（非テ
レフォニー）

Unified CMパブリッシャ
ノードをアップグレードし

ます。

—Unified Communications
Managerパブリッシャを設
定します。（57ページ）

ステッ

プ 3

IM and Presence集中クラス
タのインストールプロセス

を開始します。

有人インストール（48
ページ）

—ステッ

プ 4：

インストールを継続して、

IM and Presence Serviceの基
本インストールプロセスを

続行します。

有人インストールの設定

（54ページ）
—ステッ

プ 5

IM and Presence Serviceの
データベースパブリッシャ

ノードを設定します。

IM and Presenceパブリッ
シャを設定します。（60
ページ）

—ステッ

プ 6

Unified CMパブリッシャ
で、IM and Presence Service
サブスクライバノードを追

加します。

—サブスクライバノードを追

加します。（61ページ）
ステッ

プ 7

IM and Presence Serviceサブ
スクライバでインストール

を完了します。

加入者のノードのインス

トール（62ページ）
—ステッ

プ 8

有人インストール

Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceのインストールのための次の手順を
使用し、基本的なインストールプロセスを開始します。クラスタをインストールするか、また

は既存のクラスタにノードを追加する場合は、次の手順を使用できます。

Procedure

ステップ 1 次のいずれかの操作を行います。

• VMware ESXiサーバーがホストする DVDドライブからインストールする場合は、インス
トール DVDをトレイに入れてサーバーを再起動し、DVDからサーバーを起動します。

•ローカルESXiホストまたはストレージエリアネットワーク（SAN）上にあるデータスト
ア ISOファイルからインストールする場合は、仮想マシンの CD/DVDドライブを編集し
てデータストア ISOファイルを選択します。電源投入時に接続するオプションを選択し、
仮想マシンを再起動します。OVAファイルを使用して仮想マシンを作成したときに ISO
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を使用して仮想マシンを設定していた場合は、この手順をスキップして残りの手順を実行

します。

ソフトウェアがプリインストールされている Cisco Business Edition 6000/7000
アプライアンスから Unified CMまたは IM and Presenceサービスをインストー
ルする場合は、詳細について、Cisco Business Edition 6000のインストールガイ

ドまたはCisco Business Edition 7000のインストールガイドに直接アクセスして
ください。

Note

サーバの起動シーケンス完了後、[DVDが検出されました（DVD Found）] ウィンドウが表示
されます。

ステップ 2 メディアチェックを実行するには、[はい（Yes）]をクリックします。または、[いいえ（No）]
をクリックして、メディアチェックをスキップします。

メディアチェックでは、DVDまたは ISOの完全性が検証されます。以前にその DVDまたは
ISOがメディアチェックに合格していた場合は、メディアチェックをスキップしてもかまい
ません。

ステップ 3 [Yes（はい）]を選択してメディアチェックを実行すると、[Media Check Result（メディア
チェックの結果）]ウィンドウが表示されます。

a) [メディアチェックの結果（Media Check Result）]で [パス（Pass）] と表示された場合
は、[OK]を選択してインストールを続行します。

b) メディアチェックに失敗した場合は、別のコピーを cisco.comからダウンロードするか、
別の DVDまたは ISOを直接 Ciscoから入手してください。

ステップ 4 [製品展開の選択（Product Deployment Selection）]ウィンドウで、インストールする製品を選
択します。

• Unified Communications Manager：製品を選択し、[OK]をクリックします。

• IM and Presence Service：[OK]を選択します。

このウィンドウでは、使用するハードウェアでサポートされる製品のみが表示され

ます。サポートされる製品が1つしか存在しない場合は、インストールする製品の
選択は行いません。

Note

ステップ 5 Unified CMまたは IM and Presence Serviceソフトウェアが現在サーバーにプリインストールさ
れている場合は [ハードドライブの上書き（Overwrite Hard Drive）] ウィンドウが表示され、
ハードドライブ上の現在のソフトウェアのバージョンと DVDまたは ISOファイル上のバー
ジョンが表示されます。インストールを続ける場合は[はい（Yes）]、中止する場合は [いいえ
（No）]を選択します。

[Overwrite Hard Drive（ハードドライブの上書き）]ウィンドウで、[はい（Yes）]
を選択すると、ハードドライブにある既存のデータはすべて上書きされて消去され

ます。

Caution

[Platform Installation Wizard（プラットフォームインストールウィザード）]ウィンドウが表示
されます。
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ステップ 6 [プラットフォームのインストールウィザード（Platform Installation Wizard）]のウィンドウ
で、次のオプションのいずれかを選択します。

•基本インストールプロセスを続行するには、[続行（Proceed）]を選択し、この手順を続
行します。基本インストールプロセスを設定できます。

• [データインポートを使用してインストール（Install with Data Import）] を続行するに
は、[続行（Proceed）]を選択します。

データインポートを使用して、Unified Communications Managerおよび Instant Messaging
and Presence Serviceのインストールを設定することができます。

•最初にソフトウェアをインストールし、後で設定する場合は、[スキップ（Skip）]を選択
します。インストールプロセスでは、ソフトウェアをインストールし、インストールが完

了した後に設定するように指示されます。この方法のインストールでは、合計時間が増え

る可能性があります。

ステップ 7 [追加のリリースを適用（Apply Additional Release）]ウィンドウで、インストールイメージと
メジャーリリースが同じで、新しい SUUnified CommunicationsManagerのバージョンがある場
合、インストールを新しいリリースにアップグレードすることを選択できます。このオプショ

ンは、IM and Presence Serviceには使用できません。

• [はい (Yes)] : Unified Communications Managerインストールイメージを新しいサービスリ
リースにアップグレードするには、このオプションを選択します。次の手順のいずれかを

実行します。

•ローカルソースからのインストールイメージのアップグレード, on page 51

•リモートサーバからのインストールイメージのアップグレード, on page 52

• [いいえ (No)]] : IM and Presence Serviceをインストールする場合、または Unified
CommunicationsManagerをインストールする場合、かつインストールのイメージをアップ
グレードしたくない場合は、このオプションを選択します。

ステップ 8 [基本インストール（Basic Install）]ウィンドウで [続行（Continue）]を選択し、ソフトウェ
アをインストールするかプレインストールソフトウェアを設定します。

What to do next

Unified Communications Managerインストールイメージを新しいリリースにアップグレードす
るには、次の手順のいずれかを実行します。

•ローカルソースからのインストールイメージのアップグレード, on page 51

•リモートサーバからのインストールイメージのアップグレード, on page 52

基本的なインストールプロセスを続行する場合は、有人インストールの設定, on page 54。
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ローカルソースからのインストールイメージのアップグレード

現在のインストールイメージよりも新しいバージョンがあり、インストールファイルを新し

いバージョンにアップグレードする場合、UnifiedCommunicationsManagerのインストールにこ
のオプションの手順を使用します。このオプションは、UnifiedCommunicationsManagerのイン
ストールにだけ使用できます。

アップグレードファイルを FTPまたは SFTPサーバーに配置している場合は、リモートサー
バからのインストールイメージのアップグレード（52ページ）を参照してください。

（注）

始める前に

次の手順を実行したことを確認してください。

この手順を完了するには、有人インストール（48ページ）の手順を完了し、ローカルの送信
元経由でのパッチの適用を選択している必要があります。

（注）

•基本インストールを開始します。ローカルの送信元経由でパッチを適用するには、このオ
プションを選択します。詳細については、有人インストール（48ページ）を参照してく
ださい。

• Cisco.comから適切なパッチファイルをダウンロードします。アップグレードファイルか
ら ISOイメージを作成し、それを DVD上または仮想マシンの DVDドライブ上に配置す
る必要があります。

手順

ステップ 1 [ローカルパッチの設定（Local Patch Configuration）]ウィンドウが表示されたら、必要に応じ
てパッチのディレクトリと名前を入力し、[OK]を選択します。

[インストールアップグレードパッチ選択の確認（Install Upgrade Patch Selection Validation）]
ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ウィンドウにパッチファイルが表示されます。このパッチを使用してシステムをアップデート
するには、[続行（Continue）]を選択します。

ステップ 3 インストールするアップグレードパッチを選択します。システムによってパッチのインストー
ルが行われ、アップグレードされたソフトウェアバージョンを実行中の状態でシステムが再起

動されます。

システムの再起動後、[事前準備した設定情報（Preexisting Configuration Information）]ウィン
ドウが表示されます。

ステップ 4 インストールを続ける場合は、[続行（Proceed）]を選択します。
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[プラットフォームインストレーションウィザード（Platform Installation Wizard）]ウィンドウ
が表示されます。

ステップ 5 インストールを続ける場合は [続行（Proceed）]を、中止する場合は [キャンセル（Cancel）]
をクリックします。

[続行（Proceed）]をクリックした場合は [パッチの適用（Apply Patch）]ウィンドウが表示さ
れます。次の手順に進んでください。

[キャンセル（Cancel）]をクリックするとシステムは停止するので、安全にサーバーの電源を
切ることができます。

ステップ 6 [パッチの適用（Apply Patch）]ウィンドウが表示されたら、[いいえ（No）]を選択します。

ステップ 7 [アップグレード（Upgrade）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 8 [いいえ（No）]を選択し、基本インストールを設定する手順を実行します。

次のタスク

有人インストールの設定（54ページ）

リモートサーバからのインストールイメージのアップグレード

FTPまたは SFTPサーバにインストールイメージより新しいバージョンがあり、インストール
ファイルを新しいバージョンにアップグレードする場合は、UnifiedCommunicationsManagerの
インストールにこのオプションの手順を使用します。このオプションは、UnifiedCommunications
Managerのインストールにだけ使用できます。

アップグレードファイルを FTPまたは SFTPサーバーに配置している場合は、ローカルソー
スからのインストールイメージのアップグレード（51ページ）を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 自動ネゴシエーションを設定します。

•自動ネゴシエーションを有効にするには、[はい（Yes）]を選択します。このオプション
により、自動ネゴシエーションを使用してネットワークインターフェイスカード（NIC）
の速度およびデュプレックスが設定されます。[MTU設定（MTU Configuration）]ウィン
ドウが表示されます。次の手順をスキップして、続行します。

このオプションを使用するには、ハブまたはイーサネットスイッチが自動ネゴ

シエーションをサポートしている必要があります。

（注）

•自動ネゴシエーションを無効にするには、[No（いいえ）]を選択します。[NIC Speed and
Duplex Configuration（NICの速度および二重化の設定）]ウィンドウが表示されます。次
の手順に進みます。
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ステップ 2 自動ネゴシエーションを無効にした場合は、ここで適切なNIC速度および二重設定を手動で選
択し、[OK]を選択して続行します。

[MTU設定（MTU Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [MTU設定（MTUConfiguration）]ウィンドウでは、MTUサイズをオペレーティングシステム
のデフォルトから変更できます。

MTU（MaximumTransmissionUnit）は、このホストがネットワークで転送する最大パケットを
バイト単位で表します。ネットワークのMTU設定が不明な場合は、デフォルト値を使用しま
す。

MTUサイズを正しく設定しなかった場合、ネットワークのパフォーマンスに影響
する場合があります。

注意

•デフォルト値（1500バイト）を使用する場合は、[いいえ（No）]を選択します。

• MTUサイズをオペレーティングシステムのデフォルトから変更する場合は [はい（Yes）]
を選択し、新しいMTUサイズを入力して [OK]を選択します。

[DHCP設定（DHCP Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 ネットワーク設定では、ノードとゲートウェイの静的 IPアドレスを設定するか、DynamicHost
Configuration Protocol（DHCP）を使用するかを選択できます。スタティック IPアドレスの使
用が推奨されます。DHCPを使用する場合は、スタティック DHCPを使用してください。

•ネットワーク内に設定されている DHCPサーバがない場合に DHCPを使用するときは、
[Yes（はい）]を選択します。インストール処理により、ネットワーク接続の確認が行わ
れます。

•ノードにスタティック IPアドレスを設定する場合は、[いいえ（No）]を選択します。静
的ネットワーク設定のウィンドウが表示されます。

ステップ 5 DHCPを使用しないことを選択した場合は、静的ネットワーク設定の値を入力して [OK]を選
択します。

[DNSクライアント設定（DNS Client Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 DNSを有効にするには [はい（Yes）]を選択し、DNSクライアントの情報を入力して [OK]を
選択します。

システムによりネットワークの設定と接続の確認が行われた後、[リモートパッチ設定（Remote
Patch Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 7 リモートファイルサーバの場所とログイン情報を入力します。システムによりリモートサー

バへ接続され、使用可能なアップグレードパッチの一覧が取得されます。

アップグレードファイルが Linuxサーバまたは UNIXサーバ上にある場合は、ディレクトリ
パスの先頭にスラッシュを入力する必要があります。たとえば、アップグレードファイルが

patchesディレクトリに存在する場合は、/patchesと入力する必要があります。
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アップグレードファイルがWindowsサーバ上に配置されている場合は、FTPサーバまたは
SFTPサーバに接続することになるため、次のような適切な構文を使用するよう注意してくだ
さい。

•パスの先頭はフォワードスラッシュ（/）で始め、パス全体でフォワードスラッシュを使
用します。

•パスは、サーバの FTPまたは SFTPルートディレクトリで始まる必要があります。C:な
どのドライブレターで始まるWindows絶対パスは入力できません。

[インストールアップグレードパッチ選択（Install Upgrade Patch Selection）]ウィンドウが表示
されます。

ステップ 8 インストールするアップグレードパッチを選択します。システムによってパッチのダウンロー

ド、展開、インストールが行われ、アップグレードされたソフトウェアバージョンを実行中の

状態でシステムが再起動されます。

システムの再起動後、[事前準備した設定情報（Preexisting Configuration Information）]ウィン
ドウが表示されます。

ステップ 9 インストールを続ける場合は、[続行（Proceed）]を選択します。

[プラットフォームインストレーションウィザード（Platform Installation Wizard）]ウィンドウ
が表示されます。

ステップ 10 [続行（Proceed）]を選択するか、[キャンセル（Cancel）]を選択してインストールを中止しま
す。

[続行（Proceed）]を選択した場合は [パッチの適用（Apply Patch）]ウィンドウが表示されま
す。次の手順に進みます。

[キャンセル（Cancel）]を選択するとシステムは停止し、安全にサーバの電源を切ることがで
きます。

ステップ 11 [パッチの適用（Apply Patch）]ウィンドウで、[いいえ（No）]を選択します。

[Windowsのアップグレード（Windows Upgrade）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 12 [いいえ（No）]を選択し、基本インストールを設定する有人インストールの設定（54ペー
ジ）の手順を実行します。

次のタスク

有人インストールの設定（54ページ）

有人インストールの設定

Unified CommunicationsManagerと IM and Presence Serviceの基本インストールを設定するには、
この手順を使用します。
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始める前に

有人インストール（48ページ）

手順

ステップ 1 [タイムゾーン設定（Timezone Configuration）]ウィンドウで、サーバの適切なタイムゾーン
を選択して、[OK]を選択します。

[自動ネゴシーエーション設定（Auto Negotiation Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 インストール処理では、自動ネゴシエーションを使って、イーサネットのネットワークイン

ターフェイスカード（NIC）の速度と二重化設定を自動的に設定できます。この設定はインス
トール後に変更できます。

•自動ネゴシエーションを有効にするには、[はい（Yes）]を選択します。

[MTU設定（MTU Configuration）]ウィンドウが表示されます。

このオプションを使用するには、ハブまたはイーサネットスイッチが自動ネゴ

シエーションをサポートしている必要があります。

（注）

•自動ネゴシエーションを無効にするには、[いいえ（No）]を選択して次の手順に進みま
す。

[NIC Speed and Duplex Configuration（NICの速度および二重化の設定）]ウィンドウが表
示されます。

ステップ 3 自動ネゴシエーションを無効にした場合は、ここで適切なNIC速度および二重設定を手動で選
択し、[OK]を選択して続行します。

[MTU設定（MTU Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [MTU設定（MTUConfiguration）]ウィンドウでは、MTUサイズをオペレーティングシステム
のデフォルトから変更できます。

MTU（MaximumTransmissionUnit）は、このホストがネットワークで転送する最大パケットを
バイト単位で表します。ネットワークのMTU設定が不明の場合は、デフォルト値（1500バイ
ト）を使用してください。

MTUサイズを正しく設定しなかった場合、ネットワークのパフォーマンスに影響
する場合があります。

注意

•デフォルト値（1500バイト）を使用する場合は、[いいえ（No）]を選択します。

• MTUサイズをオペレーティングシステムのデフォルトから変更する場合は [はい（Yes）]
を選択し、新しいMTUサイズを入力して [OK]を選択します。

[DHCP設定（DHCP Configuration）]ウィンドウが表示されます。
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ステップ 5 ネットワーク設定では、ノードにスタティックネットワークIPアドレスを設定するか、Dynamic
Host Configuration Protocol（DHCP）を使用するかを選択できます。スタティック IPアドレス
の使用が推奨されます。DHCPを使用する場合は、スタティックDHCPを使用してください。

•ネットワーク内に設定されている DHCPサーバがない場合に DHCPを使用するときは、
[Yes（はい）]を選択します。ネットワークが再開され、[管理者ログイン設定
（Administrator Login Configuration）]ウィンドウが表示されます。

•ノードにスタティック IPアドレスを設定する場合は、[No（いいえ）]を選択します。静
的ネットワーク設定のウィンドウが表示されます。

ステップ 6 DHCPを使用しないことを選択した場合は、静的ネットワーク設定の値を入力して [OK]を選
択します。

[DNSクライアント設定（DNS Client Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 7 [DNSクライアント設定（DNS Client Configuration）] ウィンドウで、[はい（Yes）]をクリッ
クして DNSクライアントを有効化します。

ステップ 8 [OK]をクリックし、基本インストール手順で次のいずれかを選択します。

• [Proceed]：

• [続行（Proceed）]をクリックして、新しい設定を使用してネットワークを再起動し
ます。[管理者のログイン設定（Administrator Login Configuration）]ウィンドウが表
示されます。

•管理者ログインの [ユーザー名（User Name）]と [パスワード（Password）]を入力し
ます。

[ユーザー名（User Name）]が英数字で構成されていることを確認してくださ
い。CiscoUnifiedCommunicationsオペレーティングシステム管理、コマンドラ
インインターフェイス、ディザスタリカバリと同じログイン資格情報を使用

します。

（注）

•インポートするデータのソフトウェアの場所

•リモートサーバー名または IP、エクスポートデータディレクトリ、リモートログイ
ン ID、リモートパスワード、およびパスワードの確認を入力します。[OK]をクリッ
クし、新しい設定を使用してネットワークを再起動します。

ステップ 9 [証明書情報（Certificate Information）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 10 [証明書情報（Certificate Information）]ウィンドウで、証明書署名要求情報を入力し、[OK]
をクリックします。

ステップ 11 最初のノード設定ウィンドウで、このノードを割り当てる方法を選択します。

• [はい（Yes）]：このノードを Cisco Unified Communications Managerパブリッシャノード
として設定する場合にこのオプションを選択します。
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• [いいえ（No）]：このノードを Cisco Unified Communications Managerのサブスクライバ
ノード、または、IMandPresenceサービスノードとして割り当てる場合にこのオプション
を選択します。

次のタスク

クラスタ内に最初のノードをインストールする場合は、UnifiedCommunicationsManagerまたは
IMandPresenceServiceのどちらをインストールするかどうかに応じて、次の手順のいずれかを
実行します。

• Unified Communications Managerパブリッシャを設定します。（57ページ）

• IM and Presenceパブリッシャを設定します。（60ページ）

そうしない場合、サブスクライバノードは、サブスクライバノードを追加します。（61ペー
ジ）をインストールします。

Unified Communications Managerパブリッシャを設定します。

UnifiedCommunicationsManagerソフトウェアをインストールする最初のサーバをクラスタのパ
ブリッシャノードとして設定するには、この手順を実行します。この手順は、有人インストー

ルを完了し、有人インストールを設定した後に実行します。

Smart Call Homeはパブリッシャノードにのみ設定できます。Note

Procedure

ステップ 1 [ネットワークタイムプロトコルクライアント設定（NetworkTimeProtocolClientConfiguration）]
ウィンドウが表示されます。

パブリッシャノードで正確なシステム時刻を確保できるように、外部 NTPサーバの使用を推
奨します。クラスタのサブスクライバノードは、最初のノードから時刻を取得します。

ステップ 2 外部 NTPサーバを設定するか、システム時刻を手動で設定するかを選択します。

•外部 NTPサーバーを設定するには [はい（Yes）]を選択し、1つ以上の NTPサーバーの
IPアドレス、NTPサーバー名、または NTPサーバープール名を入力します。最大 5台の
NTPサーバを設定できます。3台以上使用することを推奨します。[続行（Proceed）]を選
択してインストールを続けます。

システムはNTPサーバに接続して、自動的にハードウェアクロックの時刻を設定します。

[テスト（Test）]ボタンが表示された場合、[テスト（Test）]を選択して NTP
サーバへのアクセスが可能か確認できます。

Note
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•システム時刻を手動で設定するには [いいえ（No）]を選択し、適切な日時を入力してハー
ドウェアクロックを設定します。[OK]を選択してインストールを続けます。

[データベースアクセスセキュリティ設定（Database Access Security Configuration）]ウィンド
ウが表示されます。

ステップ 3 [必要なインストール情報（Required Installation Information）]からセキュリティパスワードを
入力します。

セキュリティパスワードは英数字で始まり、6文字以上の長さである必要がありま
す。英数字、ハイフン、および下線を使用できます。システムでは、このパスワー

ドを使用して、ノード間の通信が許可されます。このパスワードは、クラスタ内の

すべてのノードで同じにする必要があります。

Note

[SMTPホスト設定（SMTP Host Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 SMTPサーバを設定する場合、[はい（Yes）]を選択して SMTPサーバ名を入力します。SMTP
サーバを設定しない場合、[いいえ（No）]を選択します。これにより、[Smart Call Home]ペー
ジにリダイレクトされます。前のページに移動するには、[戻る（Back）]します。SMTP設定
に関する情報を表示するには、[ヘルプ（Help）]を選択します。

一部のプラットフォーム機能を使用するにはSMTPサーバの設定が必要です。ただ
し、SMTPサーバの設定は、プラットフォームの GUIまたはコマンドラインイン
ターフェイスを使用して後で行うこともできます。

Note

ステップ 5 [OK]を選択します。

ステップ 6 [SMART Call Home有効（SMART Call Home Enable）]ウィンドウで、次のいずれかを選択
して、[OK]をクリックします。

•システムの起動時に Smart Call Homeを有効化
•システムの起動時に Anonymous Call Homeを有効化

• [Smart Call Homeの設定を後で通知する（Remind me Later to configure Smart Call Home）]：
Cisco Unified Serviceabilityのインターフェイスを使用して、Smart Call Homeの機能を設定
する場合は、このオプションを選択します。

• [すべてのシステムの起動時に Call Homeを無効にする（Disable All Call Home on System
Start）]：SmartCallHome機能サービスを無効にするには、このオプションを選択します。
Cisco Unified Serviceabilityインターフェイスを使用してインストール後に再開できます。

ステップ 7 [システムの起動時の Smart Call Home（Smart Call Home on System Start）]を選択した場合
は、次の操作を行います。

a) Cisco Technical Assistance Centerにデータを送信する方法を選択します。

•セキュアWeb（HTTPS）

•プロ棋士を通じたセキュアWeb (HTTPS) :このオプションを選択する場合は、サーバ
が有効になっているポート番号の他、Call Homeの情報が取得されるプロキシサーバ
の送信されたホスト名または IPアドレスを入力します。
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• [電子メール（Email）]：このオプションを選択する場合、電子メールが正常に送信さ
れるよう、SMTPを設定している必要があります。

b) Call Homeメッセージのコピーを複数の電子メール受信者に送信するには、電子メールア
ドレスをカンマで区切って入力します。最大 1024文字まで入力できます。

c) [顧客連絡先の詳細（CustomerContactDetails）]フィールドで、顧客の電子メール情報を入
力します。

d) [続行（Continue）]をクリックして先に進むか、[戻る（Back）]を選択して前のメニュー
に戻ります。

[続行（Continue）]をクリックすると、「Cisco Call Home は、Unified

Communications Managerクラスタから診断およびシステム情報を取得することを可能

にするレポート機能を備えています」というメッセージが表示されます。Cisco may use
this information for proactive debugging, product development or
marketing purposes. To learn more about this feature, please visit:

http://www.cisco.com/en/US/products/ps7334/serv_home.html.）

[プロキシ経由のセキュアWeb (HTTPS)（Secure Web (HTTPS) through Proxy）]
を選択し、[続行（Continue）]をクリックすると、[Smart Call Homeプロキシ
設定（Smart Call Home Proxy Configuration）]ウィンドウが表示されます。

Note

e) [確認（Confirm）]をクリックして通常のインストールを続行するか、[戻る（Back）]を
選択して [Smart Call Home有効（Smart Call Home Enable）]ページに戻ります。

ステップ 8 [システム起動時に Anonymous Call Homeを有効化（Enable Anonymous Call Home on System
Start）]を選択した場合は、次の操作を行います。

a) Cisco Technical Assistance Centerにデータを送信する方法を選択します。

•セキュアWeb（HTTPS）

•プロ棋士を通じたセキュアWeb (HTTPS) :このオプションを選択する場合は、サーバ
が有効になっているポート番号の他、Call Homeの情報が取得されるプロキシサーバ
の送信されたホスト名または IPアドレスを入力します。

• [電子メール（Email）]：このオプションを選択する場合、電子メールが正常に送信さ
れるよう、SMTPを設定している必要があります。

b) Call Homeメッセージのコピーを複数の電子メール受信者に送信するには、電子メールア
ドレスをカンマで区切って入力します。最大 1024文字まで入力できます。

c) [続行（Continue）]をクリックして先に進むか、[戻る（Back）]を選択して前のメニュー
に戻ります。

[続行（Continue）]をクリックすると、次のメッセージが表示されます。

「Cisco Unified Communications Manager エクスペリエンスの改善のために、

[確認（Confirm）] をクリックして、Cisco Systems サーバーから使用率統計情報を

安全に受信できるようにしてください」。This information will be used by
Cisco to help understand how customers are using our product and

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceリリース 14SU2インストールガイド
59

インストール方法

Unified Communications Managerパブリッシャを設定します。



ultimately drive product direction. If you prefer not to participate,

you may choose to opt-out.）

[プロキシ経由のセキュアWeb (HTTPS)（Secure Web (HTTPS) through Proxy）]
を選択し、[続行（Continue）]をクリックすると、[Anonymous Call Homeプロ
キシ設定（Anonymous Call Home Proxy Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

Note

d) [確認（Confirm）]をクリックして通常のインストールを続行するか、[戻る（Back）]を
選択して [Smart Call Home有効（Smart Call Home Enable）]ページに戻ります。

基本インストール中に [データインポートを使用してインストール（Install with
Data Import）]を選択した場合、[アプリケーションユーザー構成（Application
User Configuration）]ウィンドウは表示されません。手順 11に進み、設置作業を
完了してください。

Note

ステップ 9 [OK]をクリックします。[アプリケーションユーザの設定（Application User Configuration）]
ウィンドウが表示されます。

ステップ 10 アプリケーションユーザ名とパスワードを入力し、パスワードをもう一度入力して確認しま

す。

ステップ 11 [OK]を選択します。
[プラットフォーム設定の確認（Platform Configuration Confirmation）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 12 [OK]を選択してインストールを続行するか、[戻る（Back）]を選択してプラットフォーム設
定を変更します。

システムによって、ソフトウェアのインストールと設定が行われます。サーバが再起動しま

す。

インストールプロセスが完了すると、管理者アカウントとパスワードでログインするように求

めるプロンプトが表示されます。

What to do next

サブスクライバノードをインストールする場合は、サブスクライバノードを追加します。, on
page 61。

IM and Presenceパブリッシャを設定します。

IM and Presenceクラスタのデータベースパブリッシャノードとして IM and Presence Serviceソ
フトウェアをインストールする最初のサーバを設定するには、この手順に従います。

手順

ステップ 1 IM and Presenceパブリッシャノードのインストールと設定を行います。
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ステップ 2 次のサービスが実行されていることを確認します。

• Cisco SIP Proxy
• Cisco Presence Engine
• Cisco XCP Connection Manager
• Cisco XCP Authentication Service

サービスをアクティブにするには、Cisco Unified Serviceabilityで、[ツール（Tools）] > [サービ
スのアクティベーション（Service Activation）]の順に選択することで行えます。

次のタスク

サブスクライバノードを追加します。（61ページ）

サブスクライバノードを追加します。

サブスクライバノードにソフトウェアをインストールする前に、UnifiedCommunicationsManager
パブリッシャノードにサブスクライバノードを追加する必要があります。UnifiedCommunications
Managerまたは IM and Presence Serviceのいずれかにサブスクライバノードをインストールす
る前に、このタスクを完了する必要があります。

手順

ステップ 1 Unified Communications Managerのパブリッシャノードにログインします。

ステップ 2 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [サーバ（Server）]を選択しま
す。

ステップ 3 次の手順で、サブスクライバノードを追加します。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [サーバーのタイプ（Server Type）]ドロップダウンリストボックスから、実行している
インストールに対応するノードのタイプとして、UnifiedCommunicationsManagerの音声/ビ
デオノード、または IM and Presenceのノードを選択します。

c) [Fully Qualified Domain Name/IP Address（完全修飾ドメイン名/IPアドレス）]フィールド
に、FQDNまたは IPv4アドレスを入力します。

ノードの詳細を追加するときは、[説明（Description）]フィールドで一重引用
符 (' ')を使用しないでください。

（注）

d) オプション。IPv6を導入する場合は、[IPv6アドレス（IPv6 Address）]を入力します。
e) [保存（Save）]をクリックします。

f) 各サブスクライバノードを追加するには、次の手順を繰り返します。

ステップ 4 (IM and Presence Serviceのみ)サブスクライバを定義するには、プレゼンス冗長グループを追加
します。

a) Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [プレゼンス冗長グループ
（Presence Redundancy Groups）]を選択します。
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b) [新規追加]をクリックします。

c) グループの [名前（Name）]と [説明（Description）]を入力します。
d) [サーバー（Server）]ドロップダウンリストから、このグループに追加する IMandPresence
ノードを選択します。

e) [保存（Save）]をクリックします。

f) グループを作成するまでは、次の手順を繰り返します。2つの IM and Presenceノードから
構成される各グループで、クラスタ内に最大 3つのプレゼンス冗長グループを設定できま
す。

次のタスク

加入者のノードのインストール（62ページ）

加入者のノードのインストール

Unified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceのいずれかにサブスクライバ
ノードをインストールする場合は、この手順を使用します。

始める前に

Unified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceのサブスクライバノードのいず
れかにソフトウェアをインストールする前に、CiscoUnifiedCommunicationsManagerのパブリッ
シャノードにノードを追加する必要があります。詳しくはサブスクライバノードを追加しま

す。（61ページ）

手順

ステップ 1 パブリッシャノードでネットワークタイムプロトコルを設定ていた場合は、サブスクライバ
ノードをインストールする前に、パブリッシャノードが NTPサーバと同期されていることを
確認します。パブリッシャノードのコマンドラインインターフェイスで、utils ntp status
と入力します。最初のノードが NTPサーバと同期されていることを出力で確認します。

パブリッシャノードが NTPサーバと同期されていないと、サブスクライバノード
のインストールは失敗します。

（注）

ステップ 2 [最初のノードの設定（First NodeConfiguration）]ウィンドウで警告を確認し、最初のノードを
パブリッシャノードとして正しく設定したことを確認します。サブスクライバノードのイン

ストールを続行するには、[OK]をクリックします。

[ネットワーク接続テスト設定（Network Connectivity Test Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 3 サブスクライバノードのインストール中に、サブスクライバノードがパブリッシャノードに
接続できるかどうかが確認されます。
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•システムによるネットワーク接続の検証が正常に行われた後、インストールを一時停止す
る場合は、[はい（Yes）]を選択します。

•一時停止したインストールを続ける場合は、[いいえ（No）]を選択します。

[最初のノードのアクセス設定（First NodeAccess Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 パブリッシャノードの接続情報を入力し、[OK]を選択します。

システムにより、ネットワーク接続の確認が行われます。

システムによるネットワーク接続の検証が正常に行われた後、システムの一時停止を選択する

と、[最初のノードへの接続に成功しました（Successful Connection to First Node）]ウィンドウ
が表示されます。[続行（Continue）]を選択します。

ネットワーク接続テストが失敗するとシステムは必ず停止し、元に戻ってパラメー

タ情報を再入力できます。

（注）

[SMTPホスト設定（SMTP Host Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 SMTPサーバを設定する場合、[Yes（はい）]を選択して SMTPサーバ名を入力します。

一部のオペレーティングシステム機能を使用するには SMTPサーバの設定が必要
です。ただし、SMTPサーバの設定は、オペレーティングシステムの GUIまたは
コマンドラインインターフェイスを使用して後で行うこともできます。

（注）

[プラットフォーム設定確認（Platform Configuration Confirmation）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 6 [OK]を選択してソフトウェアのインストールを開始します。または、[戻る（Back）]を選択
して設定を変更します。

ステップ 7 インストール処理が完了すると、管理者アカウントとパスワードを使用してログインするよう
求められます。

次のタスク

Unified Communications Managerクラスタをインストールし、標準的な IM and Presenceの導入
内の同じクラスタで、IM and Presence Serviceをインストールする場合は (中央 IM and Presence
クラスタの導入とは反対に)、IM and Presence Serviceのクラスタをインストールするには、有
人インストール（48ページ）に戻ります。

そうしない場合は、インストール後の作業を完了します。

• Cisco Unified Communications Managerのインストール後の作業（77ページ）

• IM and Presence Serviceのインストール後の作業（93ページ）
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ゼロタッチインストールのタスクフロー
ゼロタッチインストール方法を介して、1つのプロセスで、UnifiedCommunicationsManagerと
IMandPresenceServiceノードまたはクラスタをインストールするには、次のタスクを完了しま
す。

始める前に

Cisco Unified Communications Managerのインストール前タスク（37ページ）

IM and Presence Serviceのインストール前の作業（40ページ）

手順

目的コマンドまたはアクション

ネットワーク設定で、設定ファイル

（clusterconfig.xmlと platformconfig.xml）
ゼロタッチインストールの応答ファイ

ルの生成（65ページ）
ステップ 1

を生成するには、この手順を使用しま

す。ゼロタッチインストールプロセス

では、これらのファイルを使用し、単一

ノードまたは各種クラスタノードを設

定します。

アンサーファイルから仮想フロッピー

イメージを作成するには、次の手順を使

仮想フロッピーイメージの生成（66
ページ）

ステップ 2

用します。仮想フロッピーイメージは

ゼロタッチインストールで使用します。

仮想フロッピーイメージをデータスト

アにアップロードするには、次の手順を

使用します。

仮想フロッピーイメージのデータスト

アへのアップロード（67ページ）
ステップ 3

UCアプリケーションの仮想フロッピー
イメージを対応する VMにマウントす
るには、次の手順を使用します。

フロッピーイメージの VMへのマウン
ト（67ページ）

ステップ 4

単一のノードまたはクラスタのインス

トールを開始します。同時にすべての

ゼロタッチインストールの実行（68
ページ）

ステップ 5

ノードのインストールを開始することが

できます。
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ゼロタッチインストールの応答ファイルの生成

クラスタのゼロタッチインストールに応答ファイルを生成するには、この手順を使用します。

応答ファイル（clusterconfig.xmlと platformconfig.xml）には、インストールプロセスが各クラ
スタノードでインストールし、設定する設定情報が含まれます。

始める前に

Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceのクラスタノードのアドレスを含
む、ネットワークトポロジをすでに計画している必要があります。

手順

ステップ 1 https://www.cisco.com/c/en/us/applicat/content/cuc-afg/index.htmlで、Cisco Unified Communications
Answer File Generatorアプリケーションにログインします。

ステップ 2 [ハードウェア（Hardware）]のセクションで、[仮想マシン（Virtual Machines）]を選択しま
す。

ステップ 3 [製品（Product）]のセクションから製品とインストールするバージョンを選択します。

ステップ 4 データインポートを使用した新規インストールを行う場合にのみ限り、[インポートするデー
タのソフトウェアの場所（Software Location of Data to Import）]セクションで、[インポート
するデータのソフトウェアの場所を設定する（Configure Software Location of Data to Import）]
チェックボックスをオンにして、リモート SFTPサーバーの詳細を設定します。それ以外の場
合は、この手順を無視して手順5に進みます。詳細については、データインポートを使用した
インストール（73ページ）を参照してください。

[インポートするデータのソフトウェアの場所を設定（Configure Software Location of Data to
Import）]チェックボックスをオンにすると、管理者資格情報、セキュリティパスワード、ア
プリケーションユーザー資格情報の各フィールドが無効になります。これらの詳細は、インス

トール中にソースノードデータからインポートされます。次のフィールドに入力します。

• [リモートサーバー名または IP（Remote Server Name or IP）]：ソースクラスタからエク
スポートされたデータを保存する Secure FTP（SFTP）サーバー。

• [エクスポートデータディレクトリ（Export Data Directory）]：エクスポートデータを含
むサーバーのディレクトリパス。

• [リモートサーバーのログイン ID（Remote Server Login ID）]：リモート SFTPサーバー
からのデータ取得を許可します。

• [リモートサーバーのパスワード（Remote Server Password）]：英数字、ハイフン、およ
び下線を含めることができます。

ステップ 5 [クラスタ間の設定（Clusterwide Configuration）]の下の残りのフィールドにクラスタ設定の詳
細を入力します。

ステップ 6 [プライマリノード設定（Primary Node Configuration）]のフィールドにパブリッシャノードの
構成の詳細情報を入力します。
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ステップ 7 [ダイナミッククラスタ設定の有効化（Dynamic Cluster Config Enable）]チェックボックスに
マークを付け、[ダイナミッククラスタ設定タイマー（Dynamic Cluster Config Timer）]フィー
ルドに値を時間単位で入力します。

1つのプロセスに完全なクラスタをインストールする場合は、このチェックボック
スをオンにする必要があります。そうしなかった場合、CLIを介して後でこのオプ
ションを設定するか、パブリッシャノードをインストールした後、サブスクライバ

ノードを手動で追加する必要が生じます。

（注）

ステップ 8 [Secondary Node Configuration（セカンダリノード設定）]の下で、最初のサブスクライバノー
ドの詳細を入力し、[Add Secondary Node（セカンダリノードの追加）]をクリックします。

ステップ 9 すべてのサブスクライバノードを追加します。

ステップ 10 すべてのクラスタノードを追加したら、 [応答ファイルの生成（Generate Answer files）]をク
リックします。

ステップ 11 コンピュータに応答ファイルをダウンロードします。

ステップ 12 IM and Presence Serviceに対して、応答ファイルを生成するには、この手順を繰り返します。

次のタスク

仮想フロッピーイメージの生成（66ページ）

仮想フロッピーイメージの生成

アンサーファイルから仮想フロッピーイメージを作成するには、次の手順を使用します。仮

想フロッピーイメージはゼロタッチインストールで使用します。

この手順では、Winimageを使用して、仮想フロッピーディスクイメージを作成する方法につ
いて説明します。Winimageは http: www.winimage.com download.htmからダウンロードできま
す。その他のツール（BFIなど）を使用して仮想フロッピーイメージを作成することもできま
す。

（注）

手順

ステップ 1 Winimageから、[ファイル（File）] > [新規（New）]を選択します。

ステップ 2 [標準形式（Standard format）]から、[1.44 MB]を選択して、[OK]をクリックします。

ステップ 3 メニューイメージに移動し、[挿入（Inject）]を選択して、platformConfig.xmlファイル
を選択します。

ステップ 4 Winimageにファイルを挿入するように求められたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 5 [ファイル（File）] > [名前を付けて保存（Save As）]の順に選択します。
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ステップ 6 次の命名規則を使用して、ファイルを仮想フロッピーイメージ（.flpファイル）として保存し
ます。

• Unified Communications Manager : ucm.flp
• IM and Presenceサービス：imp.flp

ステップ 7 Unified Communications Managerクラスタと IM and Presence Serviceクラスタの両方で、これら
の手順を繰り返します。

次のタスク

仮想フロッピーイメージのデータストアへのアップロード（67ページ）

仮想フロッピーイメージのデータストアへのアップロード

仮想フロッピーイメージをデータストアにアップロードするには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 vSphereクライアントを起動します。

ステップ 2 [設定（Configuration）]タブを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 4 データストアを右クリックして、データストアを参照します。

ステップ 5 アップロード先のディレクトリに移動し、[このデータストアにファイルをアップロード（Upload
files to this datastore）]アイコンをクリックします。

ステップ 6 vFloppyイメージを自分のローカルフォルダにアップロードします。

ステップ 7 [アップロード/ダウンロード（Upload/Download）]の警告で、[はい（Yes）]をクリックしま
す。

ステップ 8 [データストアブラウザ（Datastore Browser）]ウィンドウを閉じます。

次のタスク

フロッピーイメージの VMへのマウント（67ページ）

フロッピーイメージの VMへのマウント
UCアプリケーションの仮想フロッピーイメージを対応するVMにマウントするには、次の手
順を使用します。
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手順

ステップ 1 vSphereクライアントで、仮想マシンを選択します。

ステップ 2 VMwareリモートコンソール（VMRC）を開き、フロッピードライブをクリックします。

ステップ 3 [データストア内の既存のフロッピーイメージを使用する（Use existing floppy image in
datastore）]を選択します。

ステップ 4 データストアを参照して、仮想フロッピーイメージを見つけます。

ステップ 5 ファイルを選択して [OK]をクリックします。

ステップ 6 [デバイスのステータス（Device Status）]の下で、[接続済み、電源がオンになったときに接続
（Connected and Connect at power on）]オプションを有効にします。

ステップ 7 [オプション（Options）]タブをクリックします。[ブートオプション（Boot Options）]で、[強
制的に BIOSに移行（Force entry to BIOS）]チェックボックスをオンにしてから、[OK]をク
リックします。

ステップ 8 ノードをインストールする VMごとに、この手順を繰り返します。

次のタスク

ゼロタッチインストールの実行（68ページ）

ゼロタッチインストールの実行

仮想フロッピードライブをアプリケーション VMにマウントしたら、ゼロタッチインストー
ルプロセスを実行します。すべてのノードを同時にインストールすることができます。

手順

ステップ 1 vSphereクライアントで、VMを右クリックして、[コンソールを開く（Open Console）]を選
択します。コンソールウィンドウが開きます。

ステップ 2 コンソールツールバーの [電源オン（Power On）]アイコンをクリックして、仮想マシンの電
源をオンにします。

ステップ 3 BIOS画面が表示されたら、次のブート順序を設定します。
a) CD-ROM
b) Hard Drive
c) Removable Devices
d) Network

ステップ 4 設定を保存してコンソールを終了します。インストールがすぐに開始されます。

ステップ 5 各クラスタノードで上記の手順を繰り返します。すべてのクラスタノードは同時にインストー
ルできます。それらを順番にインストールする必要はありません。

ステップ 6 アクティビティの完了を強調するものとして、仮想マシンから vFloppyの設定を削除します。
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次のタスク

Cisco Unified Communications Managerのインストール後の作業（77ページ）

IM and Presence Serviceのインストール後の作業（93ページ）

vAppプロパティと VMware OVFツールを使用した自動イ
ンストール

この機能では、スキップインストールのオープン仮想アーカイブ（OVA）ファイルを使用しま
す。これには「スキップ先」の設定ポイントまでインストール作業が済んだアプリケーション

が含まれており、そこでアプリケーションが設定ファイルを受け取ると、インストールは完了

まで進みます。VMware OVFツールは、応答ファイル生成ツールまたは vFloppyイメージは使
用しません。代わりに、スキップインストールOVAおよびvAppプロパティによって、Unified
CM and IMおよび Presence Serviceの設定パラメータを仮想マシンに展開し、挿入するために
使用されます。

展開 vAppオプションは、VMwareオープン仮想化フォーマットツール（OVF）ツールからデ
スクトップまたはWebサーバー（vcenterでのみ使用可能なアプリケーション）に展開された
仮想マシンで使用できます。vAppオプションが有効になっている仮想マシンでは、仮想マシ
ンをOVFテンプレートとしてエクスポートすると、vAppオプションが保持されます。スキッ
プインストール OVAイメージだけで、管理者が手動で介入することなく、Unified CMクラス
タ全体をインストールできます。vAppパラメータを使用すると、テンプレートを定義し、vApp
プロパティの値を設定し、VMware OVFツールを使用してスキップインストール OVAのデプ
ロイの途中ですべての詳細を挿入するだけで、自動インストールが実行されます。

この方法では、新規インストールとデータインポートを使用した新規インストールがサポート

されます。このインストールは、以下の 2つの方法で展開できます。

• vAppオプションを使用した手動インストール：それぞれの VMware Embedded Host Client
または vCenter Serverにログインして、スキップインストールOVAをクラスタ内の各ノー
ドに手動でデプロイします。ここで、Unified CMサーバーの設定を入力できます。

• VM Builderおよび VMware OVFツールを使用したゼロタッチインストール：クラスタ
の各ノードに、Unified CMの設定パラメータ、skip-install OVA、VMware Embedded Host
Clientまたは vCenter Serverの詳細を渡して、VM Builderツールを実行します。これらの
ツールは、プラットフォームごとの skip-install-ova rpm/tarの一部として提供されるVMware
のラッパーツールで、これにより、人的な介入なしでの完全なクラスタインストールが

実行されす。
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vAppオプションを使用した手動インストール
このオプションを使用すると、OVAをデスクトップまたはWebサーバーに配置する必要があ
る VMware Embedded Host Clientまたは vCenter Serverに、OVAを手動でデプロイできます。

Webサーバーからの OVAデプロイメントは、vCenterにのみ適用されます。Note

このタスクは、VMware Embedded Host Clientまたは vCenter Serverバージョン 6.7および 7.0で
のみサポートされます。

Note

Procedure

ステップ 1 My Cisco Entitlementsから取得した後、スキップインストール OVAを展開します。

ステップ 2 VMware Embedded Host Clientまたは vCenter Serverから、[参照（Browse）]ボタンを使用して
デスクトップから OVAを展開するか、URLを入力して、インターネットから OVAパッケー
ジをダウンロードしてインストールします。

ステップ 3 OVAがWebサーバーに配置されている場合は、OVAの展開時にそれぞれの URLを入力しま
す。たとえば、http://10.xx.xx.xx/UCSInstall_UCOS_14.xxx.ovaです。

ステップ 4 クラスタ内のノードごとに必要な Unified CM設定を入力し、OVA、VMware Embedded Host
Client、または vCenterをスキップインストールします。

パブリッシャノードとサブスクライバノードでは構成が異なります。必須の構成の詳細を入

力するには、必要なインストール情報のヘルプページを参照してください。

このインストール方法では、Unified CMパブリッシャのユーザーインターフェイ
スに、最大 5つの Unified Communication Managerサブスクライバノードと 5つの
IM and Presence Serviceノードを追加できます。サブスクライバ（Unified CMまた
は IM and Presence Service）をさらに追加する必要がある場合は、展開に応じてス
テップ 5またはステップ 6に従います。

Note

ステップ 5 パブリッシャを含むクラスタ全体でゼロタッチインストールを実行するには、Unified
Communication Managerパブリッシャのユーザーインターフェイスで [動的クラスタ設定有効
（Dynamic Cluster Config Enable）]チェックボックスをオンにして、[動的クラスタ設定タイ
マー（Dynamic cluster Config Timer）]フィールドに 1～ 24の値を入力してください。

ステップ 6 Unified CMパブリッシャのインストールが完了した後にクラスタにサブスクライバノードを
インストールするには、次のいずれかを実行します。

• UnifiedCommunicationManagerパブリッシャで [動的クラスタ設定タイマー（DynamicCluster
Config Timer）]オプションを有効にします。それには、CLIの set network cluster subscriber
dynamic-cluster-configuration no-of-hours|defaultコマンドを使用します。（または）
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• Unified CMパブリッシャノードのインストールが完了したら、Unified CMパブリッシャ
のユーザーインターフェイスからサブスクライバノードを手動で追加します。

ステップ 7 データインポートを使用した新規インストールによるインストールの場合、手順 1から 6の有
人インストールのタスクフロー, on page 45で説明されている手順に従って、ソースノードか
らデータをエクスポートします。「データインポートを使用したインストール, on page 73」
を参照してください。

ステップ 8 OVAイメージが仮想マシンに正常にデプロイされたら、仮想マシンをパワーオンします。

インストールが進行中であることがわかるはずです。UnifiedCMパブリッシャノードの [IPア
ドレス（IP Address）]と [ホスト名（Host name）]を指定して、クラスタ内のサブスクライバ
ノードごとにステップ4を繰り返します。サブスクライバーノードは、複数のVMwareEmbedded
Host Clientを開くことにより、並行してインストールできます。

OVAデプロイメントで DHCPが有効になっている場合は、仮想マシンをパワーオ
ンする前に、仮想マシンの編集設定に移動し、MACオプションを手動に変更して
ください（デフォルトではこのオプションは自動）。UnifiedCommunicationsManager
および IM and Presence Serviceノードの [IPアドレス（IP Address）]と [ホスト名
（Host Name）]にマッピングされた静的MACアドレスを入力します。

Note

VM Builderと VMware OVFツールを使用したゼロタッチインストール
このタスクにより、設定パラメータを挿入するラッパーツールであるCiscoVMBuilderツール
を使用して、スキップインストール OVAを展開できます。

このタスクは、VMware Embedded Host Clientまたは vCenter Serverバージョン 6.7および 7.0で
のみサポートされます。

Note

Before you begin

• Cisco VM Builderおよび VMware OVFツールを実行するには Linuxサーバーが必要です。

Cisco VM Builderツール（VMwareラッパーツール）と、依存関係のあるツールは、.rpmファ
イル（platform-skip-install-ovftool-1.0.0.0-1.x86_64.rpm）、または gzip圧縮された tarファイル/tar
ボール（platform-skip-install-ovftool_v1.0.tar.gz）としてバンドルされ、提供されます。.rpm/tar
のインストール方法については、ReadMeガイドを参照してください。

Procedure

ステップ 1 Linuxサーバに Cisco VM Builderツールをインストールします。これは SFTPサーバーでもか
まいません。
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ステップ 2 Unified Communications Managerおよび IM and Presence ServiceのOVAイメージを同じサーバー
にコピーします。

ステップ 3 Cisco VM Builderツールを使用して、インストールのタイプに基づき、クラスタのノードごと
に、必要なUnifiedCM設定、スキップインストールOVA、およびVMwareEmbeddedHost Client
または vCenterを渡します。インストールは、新規インストールまたはデータインポートを使
用した新規インストールになります。

パブリッシャノードとサブスクライバノードでは設定が異なります。使用するパラメータの

詳細については、「vmbuilder--help」オプションで確認してください。

このインストール方法では、Unified CMパブリッシャの Cisco VM Builderツール
で、最大 5つの Unified Communication Managerサブスクライバノードと 5つの IM
andPresenceServiceサブスクライバノードを追加できます。サブスクライバ（Unified
CMまたは IM and Presence Service）をさらに追加する必要がある場合は、展開に応
じてステップ 4またはステップ 5に従います。

Note

ステップ 4 パブリッシャを含むクラスタ全体でゼロタッチインストールを実行するには、Unified CMパ
ブリッシャの Cisco VM Builderツールの動的クラスタ設定タイマーで、動的クラスタ構成有効
化のパラメータを Trueとして渡し、1～ 24の値を入力してください。たとえば、これらのパ
ラメータの値を guest.dynamic_cluster_config=Trueおよび
guest.cluster_config_timer=24として設定します。

ステップ 5 Unified CMパブリッシャのインストールが完了した後にクラスタにサブスクライバノードを
インストールするには、次のいずれかを実行します。

• Unified Communication Managerパブリッシャのユーザーインターフェイスで動的クラス
タ設定有効オプションを有効にします。それには、CLIの set network cluster subscriber
dynamic-cluster-configuration no-of-hours|defaultコマンドを使用します。（または）

• UnifiedCMパブリッシャノードのインストールが完了したら、パブリッシャのUnifiedCM
のユーザーインターフェイスからサブスクライバノードを手動で追加します。

ステップ 6 CiscoVMBuilderツールは、設定値を検証し、VMware EmbeddedHost Clientまたは vCenter Server
に OVAを展開し、ノードのパワーを自動的にオンにして、インストールを開始します。

必須パラメータおよびその他の制限の詳細については、「vmbuilder--help」オプションで確認
してください。

ステップ 7 クラスタのサブスクライバノードごとにこの手順を繰り返します。サブスクライバノードは、
複数の SSH接続を開くことで並列にインストールできます。

自動化により、MACに対し、ノードごとに任意の IPアドレスとホスト名を割り当
てられるので、ゼロタッチインストールでは DHCPはサポートされていません。

Note
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データインポートを使用したインストール
Unified CMの古いバージョンからのデータをインポートする、Unified CommunicationsManager
と IM and Presence Serviceのインストールを設定するには、これら手順の 1つを使用します。

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceアップグレードおよび移行
ガイドを参照して、14SU2移行先バージョンへの直接移行でサポートされている移行元リリー
スを確認してください。

始める前に

目的のソースシステムの各ノードで utils system upgrade dataexport initializeCLIコマンドを実
行し、この手順で後ほどインポートできるデータをエクスポートします。ソースバージョンは

リリース 10.5以降である必要があります。ソースバージョンがリリース 12.5(1) SU5以降でな
い場合は、ソースシステムの各ノードに「ciscocm.DataExport」COPファイルの最新バージョ
ンをインストールする必要があります。

手順

ステップ 1 Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceをデータインポートを使用して
インストールするように設定するには、有人インストール（48ページ）のステップ 1から 6
で説明されている手順に従います。そして、次の手順に進みます。

a) [プラットフォームインストールウィザード（Platform Installation Wizard）]ウィンドウ
で、[インポート（Import）]をクリックして、Unified Communications Managerおよび IM
and Presence Serviceのインストール中に SFTPサーバからデータをインポートします。イ
ンストールプロセスはプレインストールから始まり、ノードは再起動されます。

b) 再起動後、[アップグレード構成情報のインポート（Import Upgrade Configuration
Information）]画面で [OK]をクリックします。

基本インストールプロセスを続行する場合は、有人インストールの設定（54ページ）を
参照してください。

ステップ 2 Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceをデータインポートを使用して
インストールするように設定するには、ゼロタッチインストールのタスクフロー（64ペー
ジ）のステップ 1から 5で説明されている手順に従います。

ステップ 3 Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceをデータインポートを使用して
インストールするように設定するには、ステップ 1から 7で説明されている手順に従います。
VM Builderと VMware OVFツールを使用したゼロタッチインストール（71ページ）
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既存のクラスタに新しいノードを追加する
既存のクラスタで新しい Unified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceのサブ
スクライバノードを追加する際には、基本的な有人インストールまたは VM Builderおよび
VMwareOVFツールを使用する方法のいずれかで、ノードを追加し、インストールすることが
できます。追加する新しいノードはいずれも、サブスクライバノードとして設定する必要があ

ります。

有人インストール

追加のUnified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceのクラスタノードの有人
インストールの場合は、以下のタスクを完了します。

説明手順

詳細については、Cisco Unified
Communications Managerアドミニスト
レーションガイドの「バックアップの

管理」の章を参照してください。

クラスタの完全バックアップを実行し

ます。

ステップ 1

インストール作業を開始します。有人インストール, on page 48ステップ 2

インストールを構成して、有人インス

トールプロセスを続行します。

有人インストールの設定, on page 54ステップ 3

Unified Communications Managerパブ
リッシャにサブスクライバノードを追

加します。

サブスクライバノードを追加します。,
on page 61

ステップ 4

サブスクライバノードにソフトウェア

をインストールします。

加入者のノードのインストール, on page
62

ステップ 5

ゼロタッチインストール

追加のUnified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceのクラスタノードのゼロ
タッチインストールの場合は、次の作業を完了します。

説明手順

詳細については、Cisco Unified
Communications Managerアドミニスト
レーションガイドの「バックアップの

管理」の章を参照してください。

クラスタの完全バックアップを実行し

ます。

ステップ 1
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説明手順

インストール用の応答ファイルを生成

します。ゼロタッチインストールプロ

セスでは、応答ファイルを使用して、

さまざまなクラスタノードのインス

トールおよび設定を行います。

ゼロタッチインストールの応答ファイ

ルの生成, on page 65
ステップ 2

応答ファイルから仮想フロッピーディ

スクイメージを作成します。

仮想フロッピーイメージの生成, onpage
66

ステップ 3

データストアに仮想フロッピーをアッ

プロードします。

仮想フロッピーイメージのデータスト

アへのアップロード, on page 67
ステップ 4

仮想マシンに仮想フロッピーをマウン

トします。

フロッピーイメージの VMへのマウン
ト, on page 67

ステップ 5

ソフトウェアをインストールします。ゼロタッチインストールの実行, onpage
68

ステップ 6

基本およびゼロタッチインストールに関する注意事項

既存のクラスタに新しいノードをインストールした後、Cisco CallManagerまたは Cisco TFTP
サービスを利用する予定がある場合は、クラスタ内のすべての電話機を再起動して、最新の

ITLファイルを取得することをお勧めします。証明書信頼リスト（CTL）を使用している場合
は、utils ctl update CTLFile CLIコマンド（トークンレス CTLを使用）を実行するか、CTL
クライアント（レガシー USBトークン）を介してファイルを更新して、このファイルを手動
で更新する必要もあります。CTLファイルを更新したら、電話機を再起動して、最新の CTL
ファイルをダウンロードできるようにする必要があります。CTLファイルの詳細については、
Cisco Unified Communications Managerセキュリティガイドの「Cisco CTLクライアントのセッ
トアップ」の章を参照してください。

Important

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceリリース 14SU2インストールガイド
75

インストール方法

既存のクラスタに新しいノードを追加する



•トレースコレクションサービスを再起動した場合にのみ、既存の FQDNクラスタに追加
した新しいノードの RTMTからログを収集できます。トレースコレクションを再起動せ
ずに Unified RTMTにサインインすると、次のエラーメッセージが表示されます：

「サーバー」<新ノード名> に接続できませんでした。

• IM and Presenceサーバーをサポートされているバージョンまでアップグレードしていない
既存のクラスタ内に新しいノードをインストールする場合、または IM and Presenceサー
バーが供用中止になっている場合は、次のメッセージが表示されます。

[追加に失敗しました（Add failed）] このクラスタに関連している Cisco Unified

IM & Presence サーバのアップグレードと移行が保留中（未完了）であると表示され

ます。このクラスタにサーバを追加する前に、すべての IM & Presence サーバのアッ

プグレードと移行が正常に完了したことを確認してください。未使用の IM & Presence

アプリケーション サーバがあるかを確認し、それらを削除してください。

Note

ゼロタッチインストールを使用して、複数の Unified Communications Managerと複数の IM and
PresenceServiceノードを同時にインストールすることはできません。以下のシナリオがサポー
トされています。

•複数のUnified Communications Managerサブスクライバノードのみのインストール

• 1つのUnifiedCommunicationsManagerノード（パブリッシャ）のみと複数の IMandPresence
Serviceノードのインストール

複数の Unified Communications Managerノードと IM and Presence Serviceノードを同時にインス
トールする必要がある場合は、上記のシナリオのいずれかを使用して、追加のノードを手動で

インストールする必要があります。

Note
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第 5 章

インストール後のタスク

• Cisco Unified Communications Managerのインストール後の作業（77ページ）
• IM and Presence Serviceのインストール後の作業（93ページ）
•次の作業（94ページ）

Cisco Unified Communications Managerのインストール後
の作業

手順

目的コマンドまたはアクション

リリースノートは、次の URLからダ
ウンロードできます。リリースおよび

リリースノートおよびリリースに付属

しているReadmeファイルを読みます。
ステップ 1

任意のCOPファイルの要件の特徴を理
解してください。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-release-notes-list.html

クラスタノードをアップグレードする

か、クラスタノードに COPファイル
将来のアップグレードと COPインス
トールで使用できるクラスタノードで

ソフトウェアの場所を構成します。

ステップ 2

をインストールする前に、すべてのク

ラスタノードで [ソフトウェアの場所
（Software Location）]フィールドを構
成する必要があります。ソフトウェア

の場所の設定の詳細については、
Upgrade and Migration Guide for Cisco
Unified Communications Manager and the
IM and Presence Service, Release
12.5(1)SU6の「ConfigureCluster Software

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceリリース 14SU2インストールガイド
77

https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-release-notes-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-release-notes-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-release-notes-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-release-notes-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-guides-list.html


目的コマンドまたはアクション

Location」セクションを参照してくださ
い。

インストール後には、アプリケーショ

ンユーザーのパスワードをリセットす

ることを推奨します。

アプリケーションユーザのパスワード

をリセット（80ページ）
ステップ 3

Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool
（RTMT）を使用して、Unified

Real-TimeMonitoring Toolのインストー
ル（80ページ）

ステップ 4

Communications Managerと IM and
Presence Serviceをリアルタイムでモニ
タできます。

カーネルクラッシュがあれば、

kerneldumpユーティリティから、ク
Kerneldumpユーティリティの有効化
（83ページ）

ステップ 5

ラッシュの収集およびクラッシュをダ

ンプするメカニズムを利用できます。

システムおよびデバイスに必要なライ

センスがあることを確認します。

ライセンスのインストール（83ペー
ジ）

ステップ 6

定期的にバックアップを行うことを推

奨します。自動バックアップをセット

バックアップの設定（84ページ）ステップ 7

アップすることも、任意の時点でバッ

クアップを起動することもできます。

オプション。デフォルトのロケールは

英語です。別のロケールを使用する場

新しいロケールのインストール（85
ページ）

ステップ 8

合は、ダウンロードしてインストール

します。

既知の不具合を修正する、または

Unified Communications Managerに含ま
COPファイルのインストールのガイド
ライン（88ページ）

ステップ 9

れていない、使用したいカスタムデバ

イスのタイプに対するサポートを有効

にするには、インストール後に COP
ファイルをインストールする必要があ

ります。

北米番号計画（デフォルト）以外の北

米のダイヤルプランを使用する場合

ダイヤルプランをインストールするに

は、次のタスクを完了します。

ステップ 10

は、ダウンロードしてインストールす

る必要があります。
• COPファイルのインストール（89
ページ）

•事前作成済みダイヤルプランのイ
ンストール（90ページ）
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目的コマンドまたはアクション

• Cisco CallManagerサービスの再起
動（90ページ）

オプション。システムでセキュリティ

を有効にする場合、Cisco CTLクライ
セキュリティの有効化（91ページ）ステップ 11

アントをインストールし、混合モード

を有効にします。

オプション。Cisco Prime Collaboration
保証などのネットワーク管理システム

簡易ネットワーク管理プロトコルの設

定（91ページ）
ステップ 12

を使用している場合は、SimpleNetwork
Management Protocolを有効にします。

Cisco Unified Communications Manager
仮想マシン（VM）設定でゲスト OS
バージョンに変更するには。

仮想マシン構成仕様の変更（92ペー
ジ）

ステップ 13

この構成は、ネットワークトポロジ

に、クラスタ内の個々のノードのプラ

HTTPリファラー/ホストヘッダーでホ
ストの信頼できるリストを設定し、

Cisco Unified CM管理の [エンタープラ

ステップ 14

イベート IPアドレスとともに外部イン
イズパラメータ（Enterprise ターフェイス用に設定されたパブリッ

Parameters）]ページでパブリック IPア ク IPアドレスがある場合に必要です。
ドレスまたはDNSエイリアスを追加し
ていることを確認してください。

それからUnified CMは、Unified CMへ
のアクセスを許可する前に、最初に

Unified CMクラスタで設定されたサー
バーを使用して、ホストヘッダーに存

在する IPアドレスまたはホスト名を検
証します。また、Unified CMへのアク
セスに使用されるDNSエイリアスを、
ホストの信頼済みリスト設定で設定す

る必要があります。たとえば、サー

バーが cm1.example.localであり、
phone.example.localを使用してサーバー
にアクセスする場合、

phone.example.localをホストの信頼済み
リスト設定に追加する必要がありま

す。

プライベート IPアドレスを使用するプ
ライベートネットワークから、Cisco
Unified CMの管理ユーザーインター
フェイスに移動し、[システム
（System）] > [エンタープライズパラ
メータ（Enterprise Parameters）]を選
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目的コマンドまたはアクション

択して、使用する外部 IPアドレスまた
は DNSエイリアスを設定します。

このアクティティの実行後には、すべ

てのWebページが正しくロードされる
ように Cisco Tomcatサービスを再起動
する必要があります。

アプリケーションユーザのパスワードをリセット

インストールプロセスでは、すべてのアプリケーションユーザのパスワードが、インストー

ル中に入力した同じデフォルトのアプリケーションユーザのパスワードに設定されます。イン

ストール後にこれらのパスワードをすべてリセットすることを推奨します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[ユーザ管理（User Management）] > [アプリケーションユーザ
（Application User）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 アプリケーションユーザーをクリックします。
アプリケーションユーザの詳細は、[アプリケーションユーザ設定（Application User
Configuration）]ウィンドウに表示されます。

ステップ 4 [パスワード（Password）]と [パスワードを確認（Confirm Password）]フィールドの両方に新
しいパスワードを入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 6 アプリケーションユーザごとに、この手順を繰り返します。

Real-Time Monitoring Toolのインストール
この手順を使用して、Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool（RTMT）をインストールしま
す。RTMTを使用して、リアルタイムで Unified Communications Managerと IM and Presence
Serviceをモニタすることができます。

始める前に

• Unified RTMTをWindows OSプラットフォームで実行するには、少なくとも 128 MBのメ
モリが必要です。Windows/LinuxOSプラットフォームでツールを実行するには、少なくと
も 300 MBのディスク領域が必要です。
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Linux Unified RTMTプラグイン CcmServRtmtPlugin.binは、RHEL
5、RHEL 6以上の Linuxマシンにインストールできます。RHEL
4マシンにインストールする場合は、glibc（OSライブラリ）の
バージョンが2.4.x以上であることを確認してください。glibcバー
ジョンが 2.3.x以前の場合、基盤となる JREのインストールが失
敗します。

（注）

•現在の Unified RTMT Downloadは、Unified Communications Managerまたは Cisco Unity
Connectionの以前のリリースをサポートしています。Unified CommunicationsManagerのリ
リースは、 Unified RTMTのバージョンが異なるコンピュータ（Unified Communications
Managerリリースごとに 1個のバージョン）にインストールする必要があります。インス
トールする Unified RTMTバージョンが、モニタ対象の製品と互換性があることを確認し
ます。使用しているUnifiedRTMTバージョンがモニタ対象のサーバと互換性がない場合、
互換性のあるバージョンをダウンロードするように求められます。

•コンピュータでは、実行する Unified RTMTの最後のインスタンスに基づいて、IPアドレ
スや Unified RTMTフレームサイズなどのユーザ設定を保存します。

標準監査ユーザと Standard CCM Super Usersの権限を持つ管理者だけがUnified RTMT機能にア
クセスできます。これらの権限のないアプリケーションユーザが Unified RTMTにログインし
た場合、コール制御検出（CCD）やServiceAdvertisement Framework（SAF）などの機能の一部
は期待どおりに機能しません。

（注）

Linuxワークステーションでは、ルートアクセスを使用してRTMTを実行します。そうしない
場合、最初に RTMTをインストールするときに、アプリケーションが起動しません。

（注）

•現在のUnifiedRTMTでは、JREを実行する必要があります。システムに JREがインストー
ルされていることを確認します（Java 1.8）。

手順

ステップ 1 設定の管理インターフェイスの [プラグイン（Plug-ins）]ウィンドウに移動します。

アクセス方法インターフェイス

Unified Communications Manager Administration
から、[アプリケーション（Application）] >
[プラグイン（Plugins）]を選択します。

Unified Communications Manager
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アクセス方法インターフェイス

Unified CommunicationsManager IM and Presence
Administrationから、[アプリケーション
（Application）] > [プラグイン
（Plugins）]Pluginsを選択します。

Unified Communications Manager IM and
Presence Service

Cisco Unity Connection Administrationから、[シ
ステム設定（System Settings）] > [プラグイン
（Plugins）]を選択します。

Cisco Unity Connection

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 Microsoft Windowsオペレーティングシステムを実行しているクライアントでUnified RTMTを
インストールするには、[Real-Time Monitoring Tool - Windows]の [ダウンロード（Download）]
リンクをクリックします。

Linuxオペレーティングシステムを実行しているクライアントで Unified RTMTをインストー
ルするには、[Real-TimeMonitoring Tool - Linux]の [ダウンロード（Download）]リンクをクリッ
クします。

Windows 7以降で Unified RTMTをインストールするときは、管理者としてインス
トールを実行してください。

ヒント

ステップ 4 クライアント上の優先ロケーションに実行可能ファイルをダウンロードします。

ステップ 5 Windowsバージョンをインストールするには、デスクトップ上に表示される Unified RTMTア
イコンをダブルクリックするか、ファイルをダウンロードしたディレクトリを見つけてUnified
RTMTインストールファイルを実行します。

抽出プロセスが開始されます。

ステップ 6 Linuxバージョンをインストールするには、ファイルに実行権限があることを確認します。た
とえば、コマンドchmod +x CcmServRtmtPlugin.bin（大文字と小文字を区別）を入力します。

ステップ 7 Unified RTMTのようこそウィンドウが表示されたら、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 ライセンス契約書を承認するには、[使用許諾契約書の条項に同意します（I accept the terms of
the license agreement）]をクリックし、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 Unified RTMTのインストール画面にプロンプト表示されるように、システムから実行可能な
Java仮想マシンの絶対パスを選択します（JREインストール済みディレクトリからの java.exe、
これは最新バージョン 1.8です）。

ステップ 10 UnifiedRTMTをインストールする場所を選択します。デフォルトの場所を使用しない場合は、
[参照（Browse）]をクリックして別の場所に移動します。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 11 インストールを開始するには、[次へ（Next）]をクリックします。

[セットアップステータス（Setup Status）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 12 インストールを完了するには、[完了（Finish）]をクリックします。
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Real-Time Monitoring Toolの使用法の詳細については、Cisco Unified Real-Time Monitoring Tool
Administration Guideを参照してください。

（注）

Kerneldumpユーティリティの有効化
次の手順を利用して Kerneldumpユーティリティをイネーブル化します。カーネルクラッシュ
が発生した場合、ユーティリティは、クラッシュの収集とダンプのメカニズムを提供します。

ローカルサーバまたは外部サーバにコアをダンプするユーティリティを設定できます。

手順

ステップ 1 コマンドラインインターフェイスにログインします。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

•ローカルサーバ上のカーネルクラッシュをダンプするには、utils os kernelcrash enable

CLIコマンドを実行します。
•外部サーバにカーネルクラッシュをダンプするには、外部サーバの IPアドレスを指定し
て utils os kerneldump ssh enable <ip_address> CLIコマンドを実行します。

ステップ 3 サーバをリブートします。

ライセンスのインストール

必要なライセンスを取得します。

Unified Communications Managerの要件

Cisco Smart SoftwareManagerまたはCisco Smart SoftwareManagerサテライトを使用して、Unified
CommunicationsManagerのライセンスを管理します。ライセンスを取得する方法の詳細につい
ては、『Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド』の「スマートソフトウェ
アライセンシング」の章を参照してください。

IM and Presence Serviceの要件

IM and Presence Serviceには、サーバのライセンスまたはソフトウェアバージョンのライセン
スは必要ありません。
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バックアップの設定

定期的にバックアップを行うことを推奨します。ディザスタリカバリシステム（DRS）を使
用して、クラスタ内のすべてのサーバのデータを完全にバックアップできます。自動バック

アップをセットアップすることも、任意の時点でバックアップを起動することもできます。

手動バックアップを開始するか、バックアップスケジュールを設定できます。詳細について

は、Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイドの「システムのバッ
クアップ」の章を参照してください。

ロケールのインストール

複数の言語をサポートする Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceを設定で
きます。インストール可能なサポート言語の数に制限はありません。

Ciscoは、ロケール固有のバージョンのUnified CommunicationsManagerのロケールインストー
ラと IM and Presence Serviceのロケールインストーラのロケール固有のバージョンを用意して
います。このロケールインストーラはシステム管理者がインストールします。このインストー

ラを使用すると、ユーザがサポートされているインターフェイスを使用するときに、選択した

翻訳済みテキストまたはトーン（使用可能な場合）を表示または受信できます。

Unified CommunicationsManagerまたは IM and Presence Serviceをアップグレードする場合、アッ
プグレードと移行をすべて完了した後にロケールをインストールする必要があります。アップ

グレードの場合は、デフォルトでインストールされている英語（米国）を除き、使用している

ロケールをすべて再インストールする必要があります。UnifiedCommunicationsManagerノード
または IM and Presence Serviceノードのメジャーおよびマイナーバージョン番号と一致する最
新バージョンのロケールをインストールしてください。

クラスタの各ノードにUnifiedCommunicationsManagerをインストールし、データベースをセッ
トアップしてから、ロケールをインストールします。IMandPresenceServiceのノードで特定の
ロケールをインストールする場合は、最初に Unified Communications Managerのクラスタで同
じ国の Unified Communications Managerのロケールファイルをインストールする必要がありま
す。

ソフトウェアのアップグレードが完了した後に、Unified Communications Managerのノードと
IM and Presence Serviceノードでロケールをインストールするには、次の項の情報を使用しま
す。

ユーザロケール

ユーザロケールファイルは、特定の言語と国に関する言語情報が含まれます。ユーザロケー

ルファイルは、ユーザが選択したロケールの電話機表示用の翻訳済みテキストとボイスプロ

ンプト（使用可能な場合）、ユーザアプリケーション、およびWebページを提供します。こ
れらのファイル名の表記は、次のとおりです。

• cm-locale-language-country-version.cop (Unified Communications Manager)

• ps- locale-language_country-version.cop（IM and Presence Service）

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceリリース 14SU2インストールガイド
84

インストール後のタスク

バックアップの設定

https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html


ネットワークロケール

ネットワークロケールファイルは、電話トーン、Annunciator、ゲートウェイトーンなど、さ
まざまなネットワーク項目の国固有のファイルを提供します。複合ネットワークロケールファ

イル名の表記は、次のとおりです。

• cm-locale-combinednetworklocale-version.cop (UnifiedCommunicationsManager)

1つのロケールインストーラに複数のネットワークロケールが組み合されている場合がありま
す。

ロケールファイルは、ソフトウェアアップグレードをインストールする場合と同じプロセス

を使用して、ローカルソースまたはリモートソースからインストールできます。クラスタの

各ノードに、複数のロケールファイルをインストールできます。クラスタ内のすべてのノード

をリブートしないと、変更は有効になりません。クラスタ内のすべてのノードですべてのロ

ケールのインストールが終了するまで、ノードをリブートしないように強くお勧めします。通

常の業務時間後にノードをリブートして、コール処理の中断を最小限にとどめてください。

新しいロケールのインストール

Unified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceに新しいロケールをインストー
ルするには、次の手順に従います。両方の製品用のロケールをインストールする場合、次の順

番で、すべてのクラスタノードでロケールをインストールします。

1. Unified Communications Managerパブリッシャノード

2. Unified Communications Managerサブスクライバノード

3. IM and Presenceデータベースパブリッシャノード

4. IM and Presenceサブスクライバノード

始める前に

新しいロケールをインストールする前に、すべてのクラスタノードで Unified Communications
Managerまたは IM and Presence Serviceのインストールまたはアップグレードを完了している
ことを確認してください。

手順

ステップ 1 Cisco.comでリリース用のロケールインストーラを検索します。

• Unified Communications Managerの場合は、次に移動します。 https://software.cisco.com/
download/navigator.html?mdfid=268439621&i=rm

• IMandPresenceServiceについては、次のURLを参照してください。https://software.cisco.com/
download/navigator.html?mdfid=280448682&i=rm

ステップ 2 リリースのロケールのインストーラを、SFTPをサポートするサーバにダウンロードします。
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ステップ 3 管理者アカウントを使用して、[Cisco Unified OSの管理（Cisco Unified OS Administration）]に
ログインします。

ステップ 4 [ソフトウェアアップグレード（Software Upgrades）] > [インストール/アップグレード
（Install/Upgrade）]を選択します。

ステップ 5 [ソフトウェアのインストール/アップグレード（Software Installation/Upgrade）]ウィンドウで、
次のフィールドに値を入力します。

• [ソース（Source）]で、[リモートファイルシステム（Remote File System）]を選択しま
す。

• [ディレクトリ（Directory）]に、ロケールインストーラを保存したディレクトリへのパス
を入力します。

• [サーバ（Server）]フィールドに、リモートファイルシステムのサーバ名を入力します。
•リモートファイルシステムのクレデンシャルを入力します。
• [転送プロトコル（Transfer Protocol）]ドロップダウンリストから [SFTP]を選択します。
転送プロトコル用に SFTPを使用する必要があります。

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 サーバ上でロケールをダウンロードしインストールします。

ステップ 8 サーバを再起動します。更新は、サーバの再起動後に有効になります。

ステップ 9 すべての Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceクラスタノードで、所
定の順にこの手順を繰り返します。

新しいロケールが、すべてのクラスタノードにインストールされるまで、エンドユーザのユー

ザロケールをリセットしないでください。UnifiedCommunicationsManagerおよび IMandPresence
Serviceの両方のロケールをインストールする場合、ユーザロケールをリセットする前に、両
方の製品のロケールをインストールする必要があります。IM and Presence Serviceのロケール
インストールが完了する前に、エンドユーザが電話言語をリセットした場合に起こりうる問題

など、何らかの問題が発生した場合は、セルフケアポータルの電話言語を英語にリセットして

もらいます。ロケールのインストールが完了すると、ユーザは電話言語をリセットするか、一

括管理を使用してロケールを一括して適切な言語に同期させることができます。

（注）

次のタスク

すべてのクラスタノードでロケールのインストールが完了したら、エンドユーザは新しいユー

ザロケールの使用を開始できます。

エラーメッセージ

ロケールインストーラをアクティブ化するときに発生する可能性のあるメッセージの説明につ

いては、次の表を参照してください。エラーが発生した場合は、インストールログにあるメッ

セージを表示できます。
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表 4 :ロケールインストーラのエラーメッセージと説明

説明メッセージ

データベースに追加するユーザロ

ケール情報が格納されている CSV
ファイルが見つからない場合にこの

エラーが発生します。これはビルド

プロセスのエラーを示しています。

[LOCALE] File not found:
&lt;language&gt;_&lt;country&gt;_user_locale.csv, the user locale
has not been added to the database.

データベースに追加するネットワー

クロケール情報が格納されている

CSVファイルが見つからない場合に
このエラーが発生します。これはビ

ルドプロセスのエラーを示していま

す。

[LOCALE] File not found: <country>_network_locale.csv, the
network locale has not been added to the database.

このエラーが発生するのは、installdb
を呼び出したUnified Communications
Managerアプリケーションが存在す
る必要があるためです。このアプリ

ケーションがCSVファイルに含まれ
る情報を読み取り、Unified
Communications Managerデータベー
スに正しく適用します。このアプリ

ケーションが見つからない場合は、

Unified Communications Managerと共
にインストールされていない（可能

性は非常に低い）、削除された（可

能性あり）、またはノードに Unified
CommunicationsManagerがインストー
ルされていない（最も可能性あり）

ことが想定されます。データベース

に適切なレコードが格納されていな

いとロケールは機能しないため、ロ

ケールのインストールは中止されま

す。

[LOCALE] CommunicationsManager CSV file installer installdb
is not present or not executable.
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説明メッセージ

このエラーは、システムがチェック

サムファイルの作成に失敗した場合

に発生します。原因としては、Java
実行ファイル
/usr/local/thirdparty/java/j2sdk/jre/bin/java
が存在しない、Javaアーカイブファ
イル
/usr/local/cm/jar/cmutil.jar
が存在しないか損傷している、Java
クラス com.cisco.ccm.util.Zipperが存
在しないか損傷していることなどが

考えられます。これらのエラーが発

生する場合でも、Unified
Communications Manager Assistantを
除いてロケールは引き続き正常に動

作します。この場合、Cisco Unified
Communications Manager Assistantで
は、ローカライズされた Unified
CommunicationsManager Assistantファ
イルの変化を検出できません。

[LOCALE] Could not create /usr/local/cm/application_locale
/cmservices/ipma/com/cisco/ipma
/client/locales/maDialogs_<ll>_<CC>.properties.Checksum.

[LOCALE] Could not create
/usr/local/cm/application_locale/cmservices/ipma/com/cisco/
ipma/client/locales/maMessages_<ll>_<CC>.properties.Checksum.

[LOCALE] Could not create /usr/local/cm/
application_locale/cmservices/ipma/com/cisco/
ipma/client/locales/maGlobalUI_<ll>_<CC>.properties.Checksum.

[LOCALE] Could not create /usr/local/cm/
application_locale/cmservices/ipma/
LocaleMasterVersion.txt.Checksum.

このエラーは、適切な場所でファイ

ルが見つからない場合に発生します。

最も可能性が高い原因として、ビル

ドプロセスのエラーが考えられま

す。

[LOCALE] Could not find
/usr/local/cm/application_locale/cmservices/ipma/LocaleMaster
Version.txt in order to update UnifiedCMAssistant locale
information.

このエラーは、ロケールのインストー

ル時に発生した何らかの障害が累積

したことにより発生します。これは、

最終的な状態を示しています。

[LOCALE] Addition of <RPM-file-name> to the Unified
Communications Manager database has failed!

COPファイルのインストールのガイドライン
インストールによっては、既知の不具合を修正する、または Unified Communications Manager
に含まれていないが、使用したいカスタムデバイスのタイプに対するサポートを有効にするの

に、COPファイルをインストール後にインストールする必要があります。

COPファイルをインストールする必要がある場合は、次のガイドラインに従います。

•適切な COPファイルをクラスタ内のすべてのノードにインストールします。クラスタ内
の各ノードに新しいソフトウェアをインストールして、データベースをセットアップした

後、この作業を実行します。

• COPファイルをインストールしたら、サーバを再起動します。
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• COPファイルのインストール中に行った設定の変更をデータベースに上書きするため、
Unified Communications Managerおよび/または IM and Presence Serviceを再起動します。

COPファイルのインストール
北米番号計画（システムのデフォルト）以外の作成済みのダイヤルプランを使用する場合は、

ダイヤルプランと共に COPファイルをインストールする必要があります。

手順

ステップ 1 UnifiedCommunicationManagerのパブリッシャノードで、この手順を開始します。CiscoUnified
Communications OSの管理で、[ソフトウェアアップグレード（Software Upgrades）] > [インス
トール（Install）]を選択します。
[ソフトウェアのインストール/アップグレード（Software Installation/Upgrade）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 2 [ソース（Source）]フィールドで、[リモートファイルシステム（Remote File System）]を選択
します。

ステップ 3 [ソフトウェアのインストール/アップグレード（Software Installation/Upgrade）]ウィンドウで、
フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、「関連項目」

を参照してください。

ステップ 4 [次へ（Next）]をクリックします。
ウィンドウが更新され、使用可能なソフトウェアのオプションとアップグレードのリストが表

示されます。

ステップ 5 [オプション/アップグレード（Options/Upgrades）]ドロップダウンリストで、[DP COP]ファイ
ルを選択して、[次へ（Next）]をクリックします。
[インストールファイル（Installation File）]ウィンドウが開き、FTPサーバからファイルをダ
ウンロードします。ウィンドウにダウンロードの進捗が表示されます。

ステップ 6 [チェックサム（Checksum）]ウィンドウが表示されたら、そのチェックサムの値をダウンロー
ドしたファイルのチェックサムの値と比較検証します。

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックして、ソフトウェアアップグレードに進みます。
警告メッセージとして、インストールするために選択したDPCOPファイルが表示されます。

ステップ 8 [インストール（Install）]をクリックします。
[インストール状況（Install Status）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 9 [完了（Finish）]をクリックします。

ステップ 10 Unified CommunicationManagerサブスクライバノードで、この手順を繰り返します。クラスタ
内の全ノードに COPファイルをインストールする必要があります。

次のタスク

システムにダイヤルプランを適用する場合は、事前作成済みダイヤルプランのインストール

（90ページ）。
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事前作成済みダイヤルプランのインストール

クラスタの最初にあるそれぞれの Cisco Unified Communications Managerノードに国内の番号計
画をインストールします。Unified Communications Manager publisherノードから始めます。

北米（システムデフォルト）以外の国における国内の番号計画をインストールしている場合に

のみ、次の手順を実行します。

（注）

始める前に

作成済みのダイヤルプランと共にCOPファイルをインストールします。詳細については、COP
ファイルのインストール（89ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで、[コールルーティング（Call Routing）] > [ダイヤルプラン
インストーラ（Dial Plan Installer）]を選択します。

ステップ 2 検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 インストールするダイヤルプランのバージョンを [利用可能なバージョン（AvailableVersion）]
ドロップダウンリストから選択します。

ステップ 4 [インストール（Install）]をクリックします。
ステータスに、ダイヤルプランがインストールされたことが表示されます。

ステップ 5 クラスターのサブスクライバノードごとにこの手順を繰り返します。

次のタスク

Cisco CallManagerサービスの再起動（90ページ）

Cisco CallManagerサービスの再起動
新しいダイヤルプランをインストールしている場合は、CiscoCallManagerサービスを再起動す
る必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Serviceabilityインターフェイスで、[ツール（Tools）] > [コントロールセンター -
機能サービス（Control Center - Feature Services）]を選択します。

ステップ 2 [サーバ（Servers）]ドロップダウンリストから、Cisco Unified Communications Managerサーバ
を選択します。

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceリリース 14SU2インストールガイド
90

インストール後のタスク

事前作成済みダイヤルプランのインストール



CMの [サービス（Services）]領域で、[サービス名（Service Name）]列に Cisco CallManagerが
表示されます。

ステップ 3 Cisco CallManagerサービスに対応するラジオボタンをクリックします。

ステップ 4 [再起動（Restart）]をクリックします。
サービスが再起動し、「サービスは正常に再起動しました（Service Successfully Restarted）」
というメッセージが表示されます。

セキュリティの有効化

システムのセキュリティを有効にする場合は、Cisco CTLクライアントをインストールし、混
合モードを有効にする必要があります。[アプリケーション（Applications）] > [プラグイン
（Plugins）]ウィンドウから、Cisco Unified CMAdministrationで、CTLインストールファイル
をダウンロードできます。

混合モードが有効になると、システムは、認証に証明書信頼リスト（CTL）ファイルを使用し
ます。CTLファイルには、サーバごとのサーバ証明書、公開キー、シリアル番号、署名、発行
者名、サブジェクト名、サーバ機能、DNS名、および IPアドレスが含まれています。

CTLクライアントをインストールし、システムで混合モードを有効にする方法の詳細について
は、Security Guide for Cisco Unified Communications Managerを参照してください。

簡易ネットワーク管理プロトコルの設定

Cisco Prime Collaboration Assuranceなどのネットワーク管理システムを使用している場合は、
Simple Network Management Protocolを有効にします。

始める前に

10個を超える同時ポーリングクエリーは許可されません。推奨する最大トラップ宛先は 8個
です。それ以上はCPUの性能に影響します。この要件は、使用するOVAテンプレートに関係
なく、すべてのインストールに適用されます。

手順

ステップ 1 SNMP NMSをインストールし、設定します。

ステップ 2 [コントロールセンター -ネットワークサービス（Control Center - Network Services）]ウィンド
ウで、SNMPサービスが起動されたことを確認します。

ステップ 3 Unified Communications Manager：[サービスの開始（Service Activation）]ウィンドウで、Cisco
CallManager SNMPサービスをアクティブ化します。Cisco Unity Connectionのみ：自動的に
Connection SNMP Agentサービスがアクティブになります。

ステップ 4 SNMP V1/V2cを使用している場合は、コミュニティストリングを設定します。

ステップ 5 SNMP V3を使用している場合は、SNMPユーザを設定します。
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ステップ 6 トラップまたはインフォームの通知先を設定します。

ステップ 7 MIB2システムグループのシステムコンタクトとロケーションを設定します。

ステップ 8 CISCO-SYSLOG-MIBのトラップ設定を行います。

ステップ 9 Unified Communications Managerのみ：CISCO-CCM-MIBのトラップ設定を行います。

ステップ 10 プライマリーエージェントサービスを再起動します。

ステップ 11 NMSで、Unified Communications Managerのトラップパラメータを設定します。

仮想マシン構成仕様の変更

次の手順に従って、Unified Communications Manager仮想マシン (VM)設定でのゲスト OSバー
ジョンに変更を加えます。

手順

ステップ 1 仮想マシンをシャットダウンします。

ステップ 2 必要に応じて、vSphereにより、仮想マシンの設定を変更します。ゲストOSとVMハードウェ
アの互換性を更新できます。

1. VMハードウェアの互換性を更新：仮想マシンを左クリックします。[更新（Updates）]を
チェックします。[更新（Update）]をクリックします。

ホストがわからない場合は、[ステータスの確認]（Checkstatuts）]をクリック
し、[アップグレード（Upgrade）]をクリックして、ホストを照合します。

（注）

2. ゲストOSの更新：[仮想マシン（Virtual Machine）]を右クリックし、> [設定の編集（Edit
Settings）] > [仮想マシンのオプション（Virtual Machine Option）] > [一般オプション
（General Option）] > [ゲストOSのバージョン（Guest OS Version）]の順に選択します。

ステップ 3 仮想マシンの電源をオンにします。

実行中に仮想マシン設定を開くと、何らかの不一致がある場合、 ESXiにたとえば
次のような警告メッセージが表示されます。

（注）

この仮想マシンに構成されているゲスト OS (CentOS 4/5以降 (64ビット))は、現在
実行中のゲスト (CentOS 7 (64ビット))と一致しません（The configured guest OS
(CentOS 4/5 or later (64 bit)) for this virtual machine does not match the guest that is currently
running (CentOS7 (64 bit))）。ゲスト固有の最適化を可能にするために、正しいゲス
ト OSを指定する必要があります。

警告
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IM and Presence Serviceのインストール後の作業
IMandPresenceServiceの新しいクラスタまたは新しいノードをインストールする場合、インス
トール後にこれらの次の作業を実行します。

これらのタスクの多くは、IMandPresenceServiceの設定および管理ガイドで詳しく説明されて
います。注意を促されている箇所では、これらの作業を実行する方法の詳細に関するガイドを

参照してください。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

リリースノートは、次の URLからダ
ウンロードできます。リリースおよび

リリースノートおよびリリースに付属

しているReadmeファイルを読みます。
ステップ 1

任意のCOPファイルの要件の特徴を理
解してください。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-release-notes-list.html

ソフトウェアは、次の場所からダウン

ロードすることができます。

Cisco.comで IM and Presence Serviceに
ソフトウェアのアップデートやファー

ステップ 2

https://software.cisco.com/download/
navigator.html?mdfid=280448682&i=rm

ムウェアのアップデートがないか確認

します。

詳細については、「IM and Presence
Serviceの設定および管理ガイド」を参
照してください。

プレゼンス冗長グループを設定しま

す。

ステップ 3

詳細については、「IM and Presence
Serviceの設定および管理ガイド」を参
照してください。

デフォルトのドメインを変更します。ステップ 4

詳細については、「IM and Presence
Serviceの設定および管理ガイド」を参
照してください。

IM and Presence Serviceの IMアドレス
スキームを変更します。

ステップ 5

詳細については、「IM and Presence
Serviceの設定および管理ガイド」を参
照してください。

IM and Presence Serviceノード名を変更
します。

ステップ 6
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目的コマンドまたはアクション

詳細については、「IM and Presence
Serviceの設定および管理ガイド」を参
照してください。

プレゼンスゲートウェイとしてUnified
CommunicationsManageを設定します。

ステップ 7

詳細については、「IM and Presence
Serviceの設定および管理ガイド」を参
照してください。

Unified Communications Manageで SIP
パブリッシュトランクを設定します。

ステップ 8

詳細については、「IM and Presence
Serviceの設定および管理ガイド」を参
照してください。

ユーザをサーバに割り当てます。ステップ 9

IM and Presence Serviceの重要なサービ
スをオンにします。

サービスのアクティブ化（94ページ）ステップ 10

サービスのアクティブ化

次のサービスをアクティブにする必要があります。

• Cisco SIP Proxy
• Cisco Presence Engine
• Cisco XCP Connection Manager
• Cisco XCP Authentication Service

サービスをアクティブにするには、Cisco Unified Serviceabilityで、[ツール（Tools）] > [サービ
スアクティベーション（Service Activation）]を選択します。

IM and Presenceクラスタをインストールするサーバごとに、このタスクを実行する必要があり
ます。

（注）

次の作業
これでシステムがインストールされました。ダイヤルプランの設定、ユーザのプロビジョニン

グ、デバイスの登録およびインスタントメッセージとプレゼンスの設定などの作業を含む、シ

ステムの設定を続行する準備が整いました。システムの設定方法の詳細については、次のガイ

ドを参照してください。

•『System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager』
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第 6 章

トラブルシューティング

•インストール中のネットワークエラー（95ページ）
•インストールの失敗（96ページ）
•回復不能 IM and Presence Serviceノード（97ページ）

インストール中のネットワークエラー
インストール処理中、入力されたネットワーク設定を使ってサーバがネットワークに正常に接

続できるかどうかが、インストールプログラムによって検証されます。接続できない場合は

メッセージが表示され、次のいずれかのオプションを選択するよう求められます。

• [再試行（RETRY）]：インストールプログラムによって、ネットワーキングの検証が再試
行されます。再び検証が失敗した場合は、もう一度エラーダイアログボックスが表示され

ます。

• [確認（インストールのチェック）（REVIEW(Check Install)）]：このオプションでは、ネッ
トワーキング設定を確認して変更できます。検出されると、インストールプログラムは

ネットワーク設定ウィンドウに戻ります。

•ネットワークウィンドウの入力を完了するたびにネットワークが検証されるため、メッ
セージが何度も表示される場合があります。

• [停止（HALT）]：インストールを停止します。リカバリ CDを使用してログをリカバリ
し、診断情報にアクセスする必要があります。詳細については、CUCMVM上でリカバリ
ソフトウェアを入手し実行するを参照してください。

CentOSの制限により、ログをシリアルポートにダンプすること
によりログを収集する方式はサポートされなくなりました。

（注）

• [無視（IGNORE）]：インストールを続行します。ネットワーキングエラーは、ログに記
録されます。場合によっては、インストールプログラムによるネットワーキングの検証が

複数回行われ、このエラーダイアログボックスが複数回表示されることがあります。ネッ

トワークエラーを無視することを選択すると、インストールが失敗する場合があります。
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リカバリ CDを使用してログをリカバリする手順

リカバリCDを使用してログをリカバリし、診断情報にアクセスする必要があります。次の手
順を実行します。

1. リカバリ CDを挿入します。

2. システムをリブートします。

3. リカバリ CDメニューが表示されたら、Alt + F2を押してコマンドプロンプトを表示しま
す。

4. 「df -h」コマンドを実行して、最大のパーティションを見つけます。(ここでは /mnt/part6
だったとします)。

5. /mnt/part6/log/install/ディレクトリでインストールログを見つけます。

6. ログを収集します。

インストールの失敗
インストールに失敗した場合、設定をチェックし、次のことを確認します。

• platformconfig.xmlファイルからのパスワードを解析して、セキュリティパスワードを確
認します。

• Unified Communications Managerからのパケットキャプチャを完了し、インストール中に
IM and Presence Serviceの IPアドレスが Unified Communications Managerに到達するかを確
認します。

• NTPが Unified Communications Managerで同期されていることを確認します。

•インストールが失敗したというメッセージが表示され、ログを回復して診断情報にアクセ
スする場合は、CUCM VM上でリカバリソフトウェアを入手し実行するを参照してくだ
さい。

CentOSの制限により、ログをシリアルポートにダンプすること
によりログを収集する方式はサポートされなくなりました。

（注）

• IM and Presence Serviceと Unified Communications Managerのバージョンに互換性があるこ
とを確認します。

•サブスクライバをインストールする場合は、サブスクライバノードがパブリッシャノー
ドと同じバージョンであることを確認します。サブスクライバ OVAは、パブリッシャに
使用されているのと同じ OVAである必要があります。
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回復不能 IM and Presence Serviceノード
ノードが回復できない状態になった場合は、ノードを再インストールする必要があります。

クラスタ間展開にノードを再インストールする場合は、再インストールするノードとクラスタ

内の他のノードとの間のクラスタ間ピア接続を削除し、追加しなおす必要があります。

（注）

IM and Presence Serviceデータベースパブリッシャノード

IMandPresenceServiceデータベースパブリッシャノードを再インストールする手順の概略は、
次のとおりです。

これらの手順のすべてをこの順序で実行しないと、IM and Presence Serviceデータベースパブ
リッシャノードの回復に失敗します。

（注）

1. すべての IM and Presence Serviceサブスクライバノードの電源を切ります。

2. 次のようにして、サブスクライバノードを削除します。

1. 各 IM and Presence Serviceサブスクライバノードに割り当てられているすべてのユー
ザの割り当てを解除します（[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM
Administration）] > [ユーザー管理（User Management）] > [プレゼンスユーザーの割
り当て（Assign Presence Users）]を選択）。

2. プレゼンス冗長グループからサブスクライバノードを削除します（[Cisco Unified CM
管理（Cisco Unified CM Administration）] > [システム（System）] > [プレゼンス冗長
グループ（Presence Redundancy Groups）]を選択）。

3. Unified Communications Managerサーバリストからサブスクライバノードを削除しま
す。（[Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）] > [システム
（System）] > [サーバー（Server）]を選択）。

3. IM and Presence Serviceデータベースパブリッシャノードの電源を切ります。

4. 次のようにして、IMandPresenceServiceデータベースパブリッシャノードを削除します。

1. IM and Presence Serviceデータベースパブリッシャノードに割り当てられているユー
ザの割り当てを解除します。（[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM
Administration）] > [ユーザー管理（User Management）] > [プレゼンスユーザーの割
り当て（Assign Presence Users）]を選択）。

2. プレゼンス冗長グループからノードを削除します（[Cisco Unified CM管理（Cisco
Unified CM Administration）] > [システム（System）] > [プレゼンス冗長グループ
（Presence Redundancy Groups）]を選択）。
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3. Unified Communications Managerサーバリストから IM and Presence Serviceデータベー
スパブリッシャノードを削除します。（[Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM
Administration）] > [システム（System）] > [サーバー（Server）]を選択）。

5. Unified Communications Managerサーバーリストに IM and Presence Serviceデータベースの
パブリッシャノードを再度追加します。

6. IM and Presence Serviceデータベースパブリッシャノードの新規インストールを実行しま
す。

7. Unified Communications Managerサーバーリストに IM and Presence Serviceサブスクライバ
ノードを再度追加します。

8. 各サブスクライバノードの新規インストールを実行します。

IM and Presence Serviceサブスクライバノード

IM and Presence Serviceサブスクライバノードを再インストールする手順の概略は、次のとお
りです。

これらの手順のすべてをこの順序で実行しないと、IMandPresenceServiceサブスクライバノー
ドの回復に失敗します。

（注）

1. IM and Presence Serviceノードの電源を切ります。

2. 次のようにして、サブスクライバノードを削除します。

1. ノードに割り当てられているユーザの割り当てを解除します（[Cisco Unified CMの管
理（Cisco Unified CM Administration）] > [ユーザー管理（User Management）] > [プ
レゼンスユーザーの割り当て（Assign Presence Users）]を選択）。

2. プレゼンス冗長グループからノードを削除します（[Cisco Unified CM管理（Cisco
Unified CM Administration）] > [システム（System）] > [プレゼンス冗長グループ
（Presence Redundancy Groups）]を選択）。

3. UnifiedCommunicationsManagerサーバリストからノードを削除します。（[Cisco Unified
CM管理（Cisco Unified CM Administration）] > [システム（System）] > [サーバー
（Server）]を選択）。

3. Unified Communications Managerサーバリストに IM and Presence Serviceノードを再度追加
します。

4. ノードの新規インストールを実行します。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


